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体験して分かる。体験しないと分からない。 
１０月末に『菊池のんびり農村生活体験』を２泊３日で実施しました。「農業体験」と「野外生活体験」

を柱にし、最後は地域の方々やお世話になった施設（きくちふるさと水源交流館）の職員のみなさんと交

流会を行いました。「田の中央より南側の方が米はよく実る」ことや手動での脱穀の大変さ、野外調理の

難しさ、地域の方々の心の温かさなど、この３日間の体験活動を通して学んだこと、感じたことは数え切

れません。この体験をする前と後との「差」はどこに出てくるのでしょう。 

 
 
 
 ２組は初日（１０月２６日）に、

１組は２日目（２７日）に農業体

験を行いました。交流館から歩い

て４０分ほどのところに、池田勝

美さんがご厚意で提供してくだ

さった２反の田んぼがありました。その背景にはパ

ノラマの大自然が広がっていました。 

 到着してまず農業体験を指導してくださる地元

のみなさんとの対面。「一つの株から１０くらいの

穁が出る」とか「茶碗１杯約２０円」というお話で

あった。その後は探究活動。田んぼの「東・西・南・

北」に面した所と「中央」の穁を取って来て、どこ

の穁が、一番米粒が多いかを調べました。予想では

「南側」が多く、「中央」という生徒も数名。みん

なで穁を分け合って、一粒一粒数えました。結果は        

(2 組の結果) 

平均 

(粒) 

東 西 南 北 中央 

98.5 81.2 112,2 73.8 101.6 

ということで、予想通り「南側」が一番よく実ると

いうことが証明されま

した。「北側」や「西側」

が尐なくなるのは、日照

（日当たり）から考える

ことができます。そう考

えると、「中央」が多かったのは意外でした。 

 続いて、いよいよ稲の収穫です。刈り取り方法と

しては、「手刈り」と「コンバイン」の両方を体験

しました。手刈りについては、多くの生徒が小学校

時代体験していたようで、農家の方々の指導を仰ぎ

ながらも、意外と上手く刈っていました。１組では、

あんまり黙々と刈る姿を見かねた交流館のスタッ

フの方が「時々は周りの景色も楽しんでもらうとい

いのですが…」とおっしゃられるほどの熱中ぶりで

した。この農業体験で一番好評だったのが、「コン

バインの操縦」でした。初めての体験で、だんだん

真っ直ぐ操作できるようになることを楽しんでい

ました。それも丁寧に教えてくださった指導者の方

のおかげであることはみんな気づくことができて

いました。 

 
 次は手刈りした
稲をくくって「掛け
干し」をしました。
掛け干しでは、準備
してあった竹を持
って来て、組み立て
るところから体験

させていただきま
した。指導してい
ただいてくくり方
が分かった者が、
まだ習っていない
人に教える光景も
見られました。 

 そのうち「脱穀」に移りました。「掛け干し」
していない稲の束をコンバインにかけます。ど
んどん吸い込まれ、米粒はどんどん袋詰めさ
れ、稲の束は短く裁断され出てきました。また
「足踏式脱穀機（あ
しぶみしきだっこ
くき）」も準備して
いただき、昔ながら
の脱穀も体験させ
ていただきました。
足でこぎながらの
脱穀は非常に難し
く、昔の農業の苦労が身を持って感じられまし
た。 

足踏式脱穀機（あしぶみしきだっこくき）  

コメ、ムギなどに使用。千歯扱きを改良
して、歯の部分が回転するようにした農業
機械。大正時代に発明された。 

（ウィキペディアより） 

 のんびりした時
間の中で作業が進
められ、１反分の
稲を刈り終え、脱
穀も終わらせるこ
とができました。
最後に軽トラック
に積まれた袋を見
て収穫された米の
多さを実感するこ
とができました。 

 

のんびり農業体験 

こちら側にペダ
ルがあります。 



私は「稲１本で米は何粒か数えたこと」がとても

印象に残りました。私が選んだ稲は、１０１粒あり

ました。西の担当のみんなと合わせて平均を出すと

約９７粒でした。東西南北の人たちと比べると、３

位くらいで尐ないのかなと思いました。米を数える

ことは意外と難しかったです。米の粒が小さいこと

もありますが、風が吹いて米が飛んで、正確に米の

数を数えることが難しかったです。こんな大変な作

業とは思っていませんでしたが、楽しかったので、

またこんな活動をしたいです。（浦川 明日香） 

 
私は今回の『菊池のんびり農村生活体験』を通し

て学んだことは、「自然の大切さ」です。特にそれ

を感じたのは、甲守先生の講話や山田さんの星座観

察です。自然がもしなかったら、田んぼの生物を見

ることができないし、きれいな星空を見ることもで

きません。また、人間や生物は生きていけなくなる

でしょう。だから、私は自然が大切だと思います。      

（中川 いぶき） 

 

「カレー作り」は、みんなで分担してやってスム

ーズにおいしいカレーが作れました。失敗しなかっ

たので安心しました。脱穀の機械は見たことがな

く、どうやって使うのか、本当にこれで脱穀ができ

るのかなと疑問に思っていました。しかし、やって

みると米が１つ残らずとれてびっくりしました。         

（本田 鈴奈） 

 

農業体験で一番心に残ったのは、稲刈りでコンバ

インに乗せていただいたことです。最初はまっすぐ

に進まなくて難しかったけど、農家の方が優しく教

えていたおかげで、だんだん慣れて最後の方はまっ

すぐ進むことができました。３時ごろには、地元の

方々がこびるを作ってくださいました。とっても疲

れていたのでとってもおいしかったです。のんびり

と農業体験ができてとっても楽しかったです。      

（原田 加奈子） 

 

 
 

 

 

 １日目の夜は、山田良二さんを講師にお招き
して、星座観察を行いました。山田さんは上天
草市龍ヶ岳町のミューイ天文台の指導員をさ
れていた方です。 

 夕方６時。周りはかなり薄暗くなっていまし
たが、空を見上げると大きな雲がゆっくり流れ
ているのが見えました。このまま夜を迎えても
星はあまり見えないのではないかと心配しま
した。 

 生徒たちは夕食と入浴を済ませて１９時３
０分を迎えました。前の日までの暖かい気候が

うそのようにこの
日は寒くなってい
ました。しかし、
心配されていた星
空も観察のころに
は十分見えるくら
いまでになってい
ました。この寒さ

は「放射冷却（注
釈参照）」という現
象によるものだっ
たそうです。星を
見るためには雲が
なくならなければ
いけないが、雲が
なくなると寒くな
る、という皮肉な現象でした。 

 簡単に自己紹介された後は、天体望遠鏡で実
際に星を見せてくださいました。山田さんが持
ってこられたものと学校から持ってきたもの
の２台を使って、順番に並んで見ました。山田
さんの奥さんも一緒に来ていただき、お手伝い
をしていただきました。 

 ほとんどの生徒が天体望遠鏡で星を観察し
たのは初め
てで、よく耳
にする「木
星」を実際に
目にして、み
んな興奮気
味でした。 

 

放射冷却（現象） 
昼間、太陽の光が地表面に当たっている

時、地表面は太陽放射を受けて温度が上昇
する。逆に夜間は、地表面から宇宙空間に
向けての放射があり、地表面の温度は低下
する。このとき、大気中に雲が存在すると、
雲からの放射を地表面が受けることによ
り、地表面の温度低下が妨げられる。一方、
大気中の水蒸気が尐ないよく晴れた夜間
（日本では冬季間が代表的）には、地表か
らの放射はそのまま宇宙空間に放出される
ため、地表付近の温度が低下しやすい。こ
の状態を放射冷却と呼ぶ。 

（ウィキペディアより） 

 

星座観察 

田んぼから見えた雄大な景色 
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『段取り』する力 
『菊池のんびり農村生活体験』の大きな柱である「野外生活体験」。ここでは手際良さや協力、見渡

す力、先を読む力などがいろんな場面で試されました。テント立てから始まり、薪割り、調理、後片づけ、

テントでの就寝、テントの片付けなど。大変な中に楽しいこともたくさんありました。もっと見通しを立

てて活動できれば、楽しめる時間がもっとあったかもしれません。しかし、その大変さ自体を経験するこ

とも大切なこととは思います。 

 
 
 
 １組は初日（１０月２６日）に、２組は２日目

（２７日）に野外生活体験を行いました。「のん

びり」のつもりでいたこの野外生活がなかなか手

ごたえのある活動になりました。 

 まずはテント立て。1 組はテントを運び出し、

おのおの自分たちの設置場所において、交流館の

松崎さんや池田さん、アドバイザーの栃原さんや

先生方の指導を仰ぎながら組み立てを開始しま

した。8 班もあるのでいくつかの班は自分たちで

考えなければいけない状況でした。そこで取りだ

したのは説明書でした。闇雲に立て始めるのでは

なく、どうやったらいい

のかを冷静に考えていた

ようでした。阿蘇や無人

島でのことを考え、「テン

ト立ての練習」を兼ねて

いたので、一度立てたテ

ントを畳んでもう一度立てました。２度目は自分

たちの力で手際よくできました。やはり「自分た

ちで考えて」立てた分、身に付いたのでしょう。

次の日の２組では、同じ時間帯でテント立てを行

いましたが、２度目のテント立てはできませんで

した。それは「説明書を見る姿をあまり見なかっ

た」ことにつながるのかもしれません。 

 おいしい昼食を取った後は薪割りを行いまし

た。夕食や次の日の朝食、五右衛門風呂のためで

す。今の生活では、鉈を持つ機会もあまりなく、

危険も伴うということでしっかり説明を聞きま

した。いざ実践となると、なかなか鉈が薪の木に

食い込みません。しかし、何度もやっているうち

にみんなうまく割れるようになりました。中には

硬いものもあり、一人で

うまくできないときは

もう一人が木で鉈の先

端を叩いて割っている

姿も見られました。 

 次に火熾しです。焚き

つけには杉の枯れ枝がよいと教わり、近くの林の

中から取って来ました。 

 
杉は針葉樹の
一種で、針葉樹
は樹脂（いわゆ
る「やに」）が
豊富に含まれ
ているため、燃
えやすいので

す。マッチで火を着けたらすぐに燃え始めま
す。しかし、なかなか薪に火が移りません。以
前学校で火熾しや飯盒炊爨をやっていたので
すが、なかなか
思うようにはい
きませんでし
た。栃原さんや
先生方のアドバ
イスや支援を受
けながらやっと
火が熾りました。 

 それと同時進
行でカレー作り
と飯炊きが始ま
っていました。分
担をして仕事をしてはいるものの、何をしたら
いいのか分からずうろうろしている生徒も見
られました。材料を切るとなると、みんなそこ
に集まり、包丁は各班２本しかないため、眺め
るしかない者も。火熾しの方でも、うまく付か
ないのを見ていたり、材料を切り終えてから、
鍋の準備を始めたり。時間はどんどん過ぎて行
きました。 

 「気づき」を待
って、スタッフも
最小限のアドバイ
スにとどめていま
したが、そうも言
っていられない状
況になり、『要領』を伝授し始めました。例え
ば、「材料をある程度切ったら鍋に入れて炒め
る」、「同時に皿を準備する」など。全体を見て
「いかにうまく、手早くできるか」を考えなが
ら作業を進める、ということができていないの
が分かりました。すると、尐しずつ動きが変わ
り、薪が必要な時は自分で補充をしたり、作業
の指示を出したりするようになって来ました。
暗くはなったものの、寒い中おいしいカレーラ
イスを食べました。 

がっちり野外生活体験 



 五右衛門風呂

体験をした生徒

もいました。こ

れも焚くところ

から始め、沸い

たところで水着

に着替えて入り

ました。板を踏み

外さずにそっと

乗って浸かった

お風呂は最高の気分だ

ったようです。 

 食事の後片付けは、

大きなタライをたくさ

ん用意していただい

て、「水洗い」、「洗剤洗

い」、「すすぎ」という流れ作業で行いました。地

面に座り、水も冷た

かったですが、協力

して洗いました。水

を無駄に使わないよ

うにという交流館の

方針でもありまし

た。流しのところで

は、釜の「焦げ落と

し」もやりました。おしゃべりをしながらも、一

生懸命洗ったり、

こすったりする姿

が印象的でした。 

 係別会議、班会

議を経ていよいよ

テントでの就寝で

す。持参した寝袋の初おろしの人たちも多かった

ようです。寒い夜の中、寝袋の温かさとありがた

さを痛感しました。 

 朝は朝ご飯作りのために６時起床。ここでも材

料を切ってしまってから、味噌汁の鍋をかける始

末。同時進行でやったら時間

が大きく短縮されることを覚

えました。 

 ３日目の朝食後は後片付け

でした。みんなで協力して、

掃除をしたり、テントを片付

けたり。これまでの２日間、

１組、２組はほとんど分かれ

て活動をしましたが、共同で

作業を行いました。その後は近くの精米所で脱穀

（脱稃＜だっぷ＞とも言うそうです）の過程を見

学しました。袋詰めの時は自分たちでくくりまし

た。これもなかなかできない体験でした。 

 このようにやること盛りだくさんの「野外生活

体験」でした。きっとこの経験を活かして、「見

通しを立てて、順序や方法を決め、工夫する力(段

取り力)」を来年の阿蘇で発揮してくれることを

期待したいと思います。 

 
 

 

 

 ２日目の朝、「田んぼやその周辺の生物につ
いての講話」で、甲守崇
先生をお招きし、お話を
していただきました。甲
守先生はマリスト学園高
校の教諭をしていらっし
ゃって、淡水生物の権威
でいらっしゃいます。 

 たくさんの標本を持参
され、田んぼ周辺のこと
だけでなく、『環境』につ
いても力説されました。
地球規模でのお話は、さすが生物の先生だと感
銘を受けました。 

 １時間ほどの講話もあっという間でした。甲
守先生は「もっと話したいことがあった」、「持
って来られていた標本も全部見せることがで
きなかった」、と悔やんでいらっしゃいました。
しかし、講話後興味のある生徒が標本を見せて
もらったり、質問したりしていました。 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
菊池のんびり農村生活体験を終えて、一番学

んだのは、団体行動の大切さです。その体験の
中で心に残った活動は、テント立てです。僕は、
テント立てを何度かやったことがあったけど、
自分たちで考えて、自分たちだけで立てるのは
初めてだったので、尐し難しかったです。でも、
ちゃんと立った時は、みんなとの達成感があり
ました。テントの中は、暖かくて、快適でした。

（芥川 正幸） 
 
一番心に残っていることは、自分たちで作っ

た夕食です。班のみんなで協力してカレーとご
飯を作りました。カレーは、最初から野菜全部
を混ぜてしまいました。ルーを入れて煮込んで
いくと、水か多かったのか、スープカレーみた
いになりました。ですが、河上君たちの班がル
ーを１つくれたのでちょうどいい具合に仕上
がりました。自分たちで作ったカレーライス
は、とてもおいしかったです。（中川 将真） 
 
テントを立てた時は、みんなで力を合わせて

立てられました。かけ声をかけたりして、みん
な頑張っていました。テントが出来上がったと
思ったら、逆向きに作っていたので、またひっ
くり返して立てました。とても貴重な体験がで
きました。そして、いろんなことをしてくださ
った講師の人にも感謝の気持ちを持ちたいで
す。           （山浦 凌太郎） 
 
初めてテントを立てました。手伝ってもらい

ながら、ちゃんとできたので良かったです。そ
の後は昼食を食べ、薪割りをしたり、五右衛門
風呂を沸かしたり、ご飯を作ったりしました。
とても寒かったけど、いろいろな体験ができて
良かったです。五右衛門風呂は、初めて体験し
ました。すごく気持ちよかったので、また入っ
てみたいです。楽しい３日間でした。 

（村上 歌蓮） 

 

熱い生物講話 
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発信・受信 ～コミュニケーション～ 
『菊池のんびり農村生活体験』の最終日は食の文化祭、交流発表会をメインに行いました。食の文化

祭では、加工部の方々が心を込めて作られた菊池の郷土料理をおいしくいただきました。その時間を利用

して、積極的に地元の方々と会話をする生徒、そうでない生徒と別れてしまいました。交流発表会では文

化祭で発表した「宇土の自然から学んだこと」を地域の方々に聞いていただきました。発表はうまくでき

ました。宇土中生は「発信」よりも「受信」の方にやや課題があるのかもしれません。 

 
 
 
 まずは体育館で加工部のみなさんとの対面。自

己紹介をしていただきましたが、挨拶の中には地

元のPRや我々を歓迎する言葉が織り交ぜられて

いました。 

 いよいよ会食の

時間です。置いてあ

る料理を囲むよう

にスタンバイし、

「いただきます」の

合図で一斉に料理を取りました。たくさんの種類

が置いてあり、目移りしながらあれもこれもと皿

いっぱいに積んで、おのおの座って食事を始めま

した。 

 地元でとれた食材

を中心に作られた郷

土料理。温かいのっぺ

汁。自分たちで刈り取

ったお米で炊いたお

にぎり。中でもきな粉の

団子は人気があり、あっ

という間になくなって

しまいました。あまりの

おいしさに、何度もお替

わりに行く姿もたくさ

ん見られました。 

 ただ残念だったのは、せっかくの機会だったの

に、地域の方々との交流が十分できなかったこと

です。宇土では食べたことのない郷土料理の作り

方を聞いたり、菊池の魅力を聞いたりするせっか

くのチャンスだったのですが、十分生かすことが

できませんでした。しかし、食事が一段落して、

加工部のみなさんのところに行って話しかけて

いる生徒たちもい

ました。 

 こういう人たち

の積極性や行動力

は今後宇土中の中

でどんどん広がっ

ていってほしいと

思います。 

 

 

 
 
 次は交流発表会。文化祭の時発表した内容を
菊池のみなさんにも伝えたくて準備してきま
した。 

 まずは、
『ネイチ
ャーイン
タープリ
ター（自然
の 代 弁
者）』につ
いて触れ、
「森林伐採は自然破壊か、自然保護か」の模擬
ディベートを見ていただくことを通して、理解
していただきました。 

 次に、「白山登山」や「御所浦わくわく島体
験」のプレゼンテーションを見ていただきまし
た。今回の宿泊教室も合わせて、宇土中学校の
豊富な体験活動を紹介できました。 

 そして、楽しい御所浦の体験とは裏腹に赤潮
が発生していたことに触れ、水や自然の大切さ
やネイチャーインタープリターとしての役割
の重要さを伝えました。 

 最後に、全日本
中学生水の作文
コンクールで「水
資源機構理事長
賞」という全国で
２番目の成績に
あたる賞を受賞
した荒木美里さ
んの作文の朗読 

食の文化祭 

交流発表会 



を聞いてもらいました。水の音か聞こえて

きそうな荒木さんの臨場感溢れる発表は

地元の方々にも十分伝わったようでした

（作文の

内容は右

欄）。 

 この後

は、地元

の皆さん

には意見

や感想をお願いしました。「勉強してきた

ことがよく分かりました。」と言っていた

だきましたが、厨房担当の溝口さんからは

「先生た

ちから与

えられる

ものばか

りでな

く、自分

たちで調

べたいことを見つけて、調べてみてくださ

い。皆さんならできると思います。」と言

っていた

だいたの

が印象に

残りまし

た。 

 最後は

元気よく

お礼を言って交流発表会を終わりました。 

 

 

 

 帰ってきた次の日にアンケートを採り

ました。その主な項目の結果を下に掲載し

ます。 

※４段階評価 

  ４             １ 

よく当てはまる                     全く当てはまらない 

 

★「稲刈りや、脱穀、精米など体験するこ

との必要性を感じましたか」 

1組 ４－54%  ３－41%  ２－3%  １―3% 

2組 ４－46%  ３－49%  ２－5%  １－0% 

※「１」は体験できなかった人が１人いた

ことを表します。 

★「『菊池のんびり農村生活体験』は楽し

かったですか」 

1組 ４－79%  ３－15%  ２－5%  １－0% 

2組 ４－79%  ３－21%  ２－0%  １－0% 

★「『菊池のんびり農村生活体験』は勉強

になりましたか」 

1組 ４－74%  ３－26%  ２－0%  １－0% 

2組 ４－69%  ３－31%  ２－0%  １－0% 

 その他いろいろな項目を見ても、良い感

触のまま終えることができたようです。 

 
 

 
   「水からのおくり物」 

荒木 美里 

 「あっつぅいねぇ。水源に行こうか。」そう言って出かける近

くの水源は「轟水源」と言う名前で、私の大好きな場所です。 

 大好きな理由は、いくつかあります。一つ目は、この轟水源は

水がきれいなことです。名水百選にも選ばれているほど水が透み

きっています。遠くからペットボトルを用意して、水をくみにこ

られたり、近所の方は井戸水として生活用水に引いていらっしゃ

るところもあります。今もなお使われている上水道では、日本最

古のものだそうです。その水は冷たく、透明で、手ですくって飲

むと「おいしいっ」と感じます。こんなにおいしい水は百年以上

の年月がかかってできているそうです。山に雤が降って、その雤

がしみこんで土の層を通り、ゆっくりゆっくりきれいになって、

湧き出てくると聞きました。今、飲んでいる水はおよそ百年前の

ものと思うとびっくりします。私は、水がしみこんでいく様子を

思い浮かべました。そして、とても歴史ある水だと改めて感じま

した。 

 二つ目の理由は、きれいな水の中に、たくさんの生き物がいる

と言うことです。小さな魚のオイカワや黒エビ、サワガニ、五セ

ンチくらいのドンコ、アメンボ、時には牛ガエルのオタマジャク

シもいます。こんな生き物を捕まえられるのも轟水源のいいとこ

ろだと思います。魚が口をパクパクさせたり、スイスイ泳いだり

するところがかわいくて、大好きです。 

「あっ、そっちに行った。」 

「やったあ、捕まえたよ。」 

と言う声も聞こえてきます。網を片手に一生懸命追って捕まえる

ことが初めてできた時はとてもうれしかったです。 

 こんなきれいな水のあるところだからこそたくさんの生き物

がよってくるのだと思います。それに、魚を捕まえて飼っている

と、新しい発見もありました。それは魚が元気なことです。お店

で買ってきた魚に比べて、動きも速く、ビュンビュン泳ぎます。

「これも水のおかげなのかな。」と思い、「元気に生きているんだ

なぁ。」と感じました。 

 三つ目の理由は、子供がたくさん集まっていて、「楽しい！」

と言うことです。私は真夏とても暑くて汗だくの日や、涼みたい

時に、妹や友達とよく水源に自転車を走らせます。みんなで、水

の中に飛び込んだり、魚を捕まえたり、泳いだりします。気持ち

が良くて、楽しいです。また、人も多くてにぎやかです。 

「バシャ。」「うわっ、やったな～。」 

「キャー。助けて～。逃げろ～。」 

と言う楽しそうな声も聞こえてきます。水かけ合戦と言う私達が

考えた遊びもあります。水をかけ合って、ぬれないようにするの

です。最後にはビショビショになりますが、それが気持ち良くて

最高です。 

 轟水源の周りには木や草花も生えていて、そこで遊ぶと自然に

包まれたような気持ちになります。葉の間から見える光に反射す

る水もすごくきれいです。 

 でも、もし水源がなかったら、魚が元気に泳ぐことはできませ

ん。自然にある木も草花も生きていけないし、百年以上もかけて

できたおいしい水も飲むことができません。遊べなくなったら、

大好きな場所がなくなり、水かけ合戦もできなくなってしまいま

す。また、この頃「水を大切に」と言う言葉をよく聞きますが、

私は水の大きい役割りの一つに、人を楽しませることがあると考

えます。私達が水源で、笑ったり、うれしくなったりできるのは、

水が人々が楽しめるようにしてくれているのです。これが、「水

からのおくり物」だと思います。だから、水を守るために、ゴミ

を捨てたり、汚ない水を流したりしない事をいつも頭に置いて過

ごしていきたいです。 

「あっ。おいしい」そう思える水が、いつまでもこの轟水源にあ

り続けますように。 

アンケート結果 
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『タイケンをコトバにする』 
 第１８回目の Q 講座は、「菊池のんびり農村生活体験」を終えた翌日に実施されました。講師には、熊
本県立大学総合管理学部教授の津曲隆先生とその研究室の学生さん７名をお招きしました。３日間の菊池
での「タイケン」を「コトバ」にしていくことを教えていただきました。もちろん、子どもたちにとって
は初めての方法で。「知識には遠い・近いという『距離』がある」、「概念ツリー」、「分類は新しい発見の
ための原動力」などの耳に新しい言葉たちが、生徒たちを引き込んでいきました。３日間の楽しかった体
験、思い出に残った体験、新鮮であふれ出てくる思い出が次々に整理されていき、短時間のうちにまとま
っていく。「菊池のんびり農村生活体験」という百科事典を創った２時間でした。 

 また、これから数回にわたってお届けする QUEST は、Q 講座の一つの柱である「キャリア教育」とし
て位置づけ、様々な分野で研究を行い追究することを仕事にした人を迎えて授業を行っていきます。 

 

 

 

津曲隆先生 

熊本県立大学総合
管理学部は、行政・経
営・情報・地域福祉の
４つのコースに分か
れていますが、その中
の情報管理コース（情
報）に所属されてお
り、情報学を専門とさ
れています。 

メディアの役割とそれを活用したまちづくり
の手法などを研究されています。特に、地域社会
におけるメディア（地域メディア）を対象にして
いるそうです。デジタル機器を活用して地域を
様々なメディアによって表現していくプロジェ
クト「Produce X」など、詳しくは研究室の
HP(http://www.pu-kumamoto.ac.jp/~produce-x/

index.html)をご覧ください。 

また、今回のワークショップを電子ブックにし
てまとめていただいています。是非、もう一度見
返して見てください。 

「タイケンをコトバにしてまとめよう」ワークシ
ョップ電子ブック URL: 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/~tumagari/wor

kshop/utojh2010/ 

 

 

 

今回の学習は、１０人ずつのグループで学習を
進めました。それぞれのグループに、「ファシリ
テータ」の学生さんが一人ずつ入り、学習のサポ
ートをしてくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
左のフロー

チャートのよ
うな流れで授
業は進められ
ました。各グル
ープにタイト
ルをつける時
には、さらに説
明を加えまし
た。このグルー
プに分ける作
業がなかなか
大変です。まと
めた項目を包
括するコトバ
を探すのが大
変なのです。 

 

 

 

 この作業の困難さは、菊池のんびり農村生活
体験を特集した QUEST は、伝えたいことが多
すぎて３号に渡ってお届けしたことから推測し
てください。『簡潔にまとめること』の難しさは、
子どもたちも十分に感じたようです。 

 最初の付箋は各班で１００枚になります。「似
たもの」でまとめてキーワードで表してみると、
はみ出すものが出てくるのです。すべてのもの
が収まるキーワード探しは、行き詰まるとそこ
から抜け出せません。抜け出すために必要なこ
とは、「視点を変えること」です。 

 

 

   

 

 

講師の紹介 

タイケンをコトバにする 

※ファシリテーション(英: facilitation)： 

ファシリテーションとは、会議等の場で発
言や参加を促したり、話の流れを整理した
り、参加者の認識の一致を確認したりする
行為を指します。また、ファシリテータと
は、その行為を行う者のことをいいます。 

 

 
菊池のんびり農村生活体験 
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キーワードは『キーワード』 

図 概念ツリー 

授業の流れ 

思い出を 10 個書き出す 

似たもの同士でグループ化 
（10 個程度：下図の○Ａ～○Ｊ） 

グループにタイトルをつける 

似たグループをさらにグループ化 
（10 個→３～４個：図のＸ～Ｚ） 

それぞれタイトルをつける 

概念ツリー完成！ 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/~produce-x/index.html
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/~produce-x/index.html


 
「これとこれは似てる」と思っていても「ど

こが似てるの？と考え込んだ自分に驚いた。共
通項目を分けていくのに、キーワードが思い浮
かばず困ったが、高橋君や中山君がまとめた言
葉を言ってくれて驚いた。よく考えてみると、
その言葉に共通点があった。似た項目も多く、
みんな同じようなことを感じたのかと思った
が、尐しずつ注目している場所が違うこともお
もしろかった。（２組安部友里菜さん・抜粋） 

 あるひらめきが行き詰まった事態を打開する
ことは、科学の分野でもよくあることであり、
大きな前進への原動力となるものです。 

 

 

 

 そして『概念ツリー』ができあがりました。
表面の図をご覧ください。これは、単に体験を
分類したものではありません。例えば○A と○C と
○D を比較してみます。○A と○C は X という共通項
目でくくられます。○D は別項目 Y に含まれます
が、Y の中では比較的 X に近い。また、○A と○C

は同じ X という項目の中にありますが、○C のほ
うが○A より○D に近いわけです。 

 このように項目間には距離が生じるわけで
す。しかも、この距離感はどんな視点で整理す
るかによって大きく違いが出てくるのです。一
人１０項目ずつ出し合った時点では１００枚の
付箋は班ごとにあまり大きな違いはなかったで
しょう。しかし、Ｘ、Ｙ、Ｚの時点では、ある
班は「Enjoy・Study・People」に分け、ある班
は「自然のもの・生活に必要なこと・その他の
必要なもの」に分けています。視点が変われば
項目の距離感が変わります。これは新しい学問
ができることと同じです。『菊池のんびり農村生
活体験学』という学問ができ、そしてそれを体
系的にまとめた百科事典ができたのです。 

 

 

 

 ロシアの化学者メンデレーエフは、それまで
発見されていた元素を並べると、周期的に性質
を同じくしたものが現れ、グループ分けできる
ことを発見しました。そして、当時発見されて
いない元素の存在を予言し、彼の死後、まさに
予言したとおりの元素が発見されました。 

 体験したこと、経験したことを言葉にしてま
とめることはとても大切なことです。体験を言
葉にすることで漠然とした記憶を整理整頓して
いくことができます。そして、この営みは、人
文・社会・自然を問わず科学の基本なのです。
我々人類は、これまで様々な経験を知識として
集約してきました。集約した知識を整理して、
自然界に存在しない新しいものを創造してきま
した。新しいものを創造するためには、過去の
歴史や経験を学ばなければならないという津曲
先生の言葉はとても重みのある、深い言葉でし
た。宇土中を卒業し、想像力豊かな人材として
社会で活躍してくれることでしょう。生徒たち
の感想を読み、そのようなことを感じました。 

   

 

 

僕は今日の授業で、
体験や物事を分類し
て整理するだけで、新
しい考えや共通点な
どが見えてくること
がわかりました。ま
た、分類することが新たな人工物をつくる上で
とても大事だということに驚きました。こうし
て考えてみると、人が使っている道具のほとん
どが分類をヒントにしてつくり出されているの
ではないかと思いました。これらのことから、

「分類すること」は、
僕たち人間が栄えてい
く上でとても大事だと
思いました。ぼくもこ
れから分類することで
新しいことを見つけて

いければいいなと思います。 

（１組 関 良朝くん） 

 

 今回は熊本県立大学の先生と学生の方が来ら
れて、体験を言葉にしてまとめました。体験し
たことを言葉にすると新しい発見が出てくると
いうことでした。実際に菊池での体験を概念ツ
リーにして言葉で表すと、「こんなことがあった

んだ！」という発見がありま
した。そしてツリーを見るこ
とで、菊池でやったことが一
目でわかるようになりまし
た。今日まとめたことを生か
して他の人に菊池の体験を
伝えることができたらいい
なと思いました。 

（１組 早川 理夏子さん） 

 

 今回の Q 講座では、「菊池のんびり農村生活
体験」を言葉にしてまとめることで、菊池のこ
とを振り返ることができました。ファシリテー
タの森さんに教えていただきながらツリーをつ
くることができました。体験を整理すると新し
い発見をすることができることもわかりまし
た。これからは何か体験した後は、言葉にして
整理してみたいと思いました。 

（２組 甲斐 絵理奈さん） 

 

 今回の Q 講座では、熊本県立大学の先生と学
生の方にきていただきました。ファシリテータ
の松尾さんには、概念ツリーなどをつくるのを
手伝っていただきました。私が心に残ったこと
は、星座観察などで、まずそれを付箋に書きだ
し、どんどん概念を絞って考えていきました。
それをすることで、大きく分けてどんなことが
みんなの心に残ったのかがよくわかりました。
津曲先生のお話はとても興味深いものでした。 

（２組 吉窪 理々さん） 

生徒たちの声 

知識には距離がある 

分類は新しい発見・創造の原動力 
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『科学する心を育てる』 
 第１９回目の Q 講座は、熊本大学大学院自然科学研究科教授、國武雅司先生と國武研究室に所属する大
学院生および同大学工学部４年生の学生さんたちを講師に招き、「科学する心を育てる」授業をしていた
だきました。 

 「分子」や「原子」というのは、あまりにも小さく、肉眼で見えるものではありません。そのためその
理解には抽象的概念で思考する必要があります。私たちの周りにあるものは、すべて分子や原子からでき
た物質です。これを中学 1 年生が理解できるように國武先生をはじめ学生さんたちも趣向を凝らし、抽象
的なものを具体化して説明してくださいました。身の回りにあるもの（具体的なもの）を一般化（抽象化）
する作業、または抽象的な法則から具体的な新しいものを創りだしていくという科学の営みを経験的に学
ぶ授業となりました。 

 

 

 

國武雅司先生 

熊本大学工学部を卒業後、九州大学工学部大学
院で学位を取得。長崎大学工学部応用化学科助手
を経て、現在は熊本大学大学院自然科学研究科複
合新領域科学専攻の教授をなさっています。 

分子の構造と性質、コロイド化学、界面化学、
電気化学、高分子材料な
ど多岐にわたる研究を
精力的に続けておられ
ます。 

昨年も１年生を対象
に Q 講座の講義を受け
持っていただいたほか、
今年度は２年生のイン
ターンシップも受け入
れてくださり、本校の教
育活動にも熱心に協力
いただいています。 

 

 

 

私たちの身の回りにあるすべての物質は、化学
物質です。すべてのものは、何らかの分子・原子
からできています。分子や原子の世界を理解する
ということは、私たちの身の回りのことを理解す
るということにほかなりません。そして、身の周
りのことを理解し、応用していくことで、新たな
発見や新しい素材の開発など、大きく世界が広が
っていくのです。 

グラニュー糖と氷砂糖を比べたとき、どちらの
ほうが水に溶けやすいでしょうか。もちろん、グ
ラニュー糖のほうが早く溶けるのは言うまでも
ありません。どちらも「ショ糖」という分子から
できています。では、違いは何かというと、粒の
大きさです。なぜ粒が小さいほうが早く溶けるか
というと、同じ量を溶かそうとすると、粒が小さ
いほうが体積に対する表面積が大きいのです。つ
まり、水と接する分子の数が多くなるということ
です。そのため、水に早く溶けるということにつ 

 
ながります。粒の大きさということだけで、こ
のように性質に違いが出てくるわけです。最近、
「ナノテクノロジー」という言葉をよく耳にし
ますが、粒を小さくするということは、既存の
物質から新たな性質を見出せる可能性が広がる
ということなのです。 

 話を元に戻しましょう。グラニュー糖であれ、
氷砂糖であれ、水に溶けるためには、水と出会
わなければならないということです。これは、
化学反応でも同じことが言えます。化学反応す
るためには、反応する分子や原子が出会わなけ
ればなりません。濃度を高くすれば反応は激し
くなり、濃度を低くすれば穏やかになるのはこ
のためです。出会うか出会わないか、これはつ
まり「確率」なのです。 

 

 

  

 国武研究室の学生さんたちが準備してくださ
ったのは、分子を作る体験でした。 

 私たちが物事を理解するとき、一番わかりや
すいのは実物を見ながら自分の手で触ること。
もちろん、分子や原子はそれには小さすぎるの
で、コンピュータ上で分子や原子のモデルを触
らせてもらいました。現代の子どもたちにとっ
て、コンピュータ上のモデルを操作するという
のは、実物を操作するのと大差がなかったのか
もしれません。すぐに理解し、分子モデルを作
っていきました。ルールは、水素には反応の手
が１本、酸素は２本、炭素は４本。このように
説明すると、水は水素原子２個と酸素原子１個、
二酸化炭素は、炭素原子１個と酸素原子２個、
このくらいのものは、あっという間に分子モデ
ルをつくっていき
ました。そして、
エタノール
（C2H5OH）や、
酢酸（CH3COOH）
なども、ルールさ
えわかればモデル
を作ることができ
ました。 

講師の紹介 

すべての物質は分子・原子から 

具体化し、体験する。 

油脂分子役の松原先生を界面
活性剤役の生徒が囲む 



 
 化学反応。これも体験すればとてもわかりやす
くなります。実験室で試験管を振るのではなく、
自分たちが分子や原子になるのです。前述のとお
り、化学反応の速度は、出会いの確率です。ある
枞の中に、２種類の原子（２グループに分かれた
生徒）を入れます。原子（生徒）は枞の中で自由
に運動をするのですが、あるところで偶然２種類
の原子どうしが出会うと反応し、新しい別の物質
に化学変化します。次に、同じ量の原子（同じ人
数の生徒）を小さな枞の中に入れます。そうする
と、当然、偶然出会う可能性が高くなり（濃度が
高くなり）、化学反応は早く進むというわけです。
しかし、実際にはモデルとなった原子（生徒）は
普通の原子にはない「思春期特有の特性」により、
特に、男子と女子の間でなかなか「化学反応」が
進まないこともありましたが・・・。 

 このほかにも、高分子化合物の重合や界面活性
剤が汚れを落とす作用なども実際に生徒たち自
身が分子となって分子の振る舞いを理解してい
きました。 

 ややもすると、理科は暗記科目となって、化学
式や科学反応式を覚えることで、理解したような
気持ちになってしまいます。しかし、大切なこと
は、目に見えない分子や原子がどのように振る舞
うのか、そしてどんな性質を示すのかということ
です。そこに規則性や法則を見出していくことに
興味を持ち面白さを感じてほしいと思います。 

 昨年は、二人の日本人化学者がノーベル賞を受
賞し、日本中が沸きました。ここ数年、日本人の
ノーベル賞受賞が相次いでいます。これは、日本
の研究レベルの高さを示しています。資源が尐な
い日本には高い技術力があります。この世界に誇
る技術力こそ、日本の２１世紀を支える力になる
はずです。これまでのような環境負荷の高い開発
をしていては、いくら資源があっても、開発を持
続することは不可能です。省エネルギーと環境調
和は、２１世紀の早いうちに私たちが取り組むべ
き課題であり、化学の分野はそれらを根本的に解
決する切り札となりうるものとして期待されて
います。そのような意味も含めて国武先生は「化
学はあらゆる分野を支えます」とおっしゃったの
ではないでしょうか。 

 

 

  

 今日の Q 講座では、原子と分子について学習し
ました。僕がこの授業で一番すごいと思ったこと
は、原子の大きさです。そのサイズはなんと、
0.0000000003ｍというとても小さいものだとい
うことがわかりすごいと思いました。また人間の
体をはじめ、すべての物質が分子や原子からでき
ていることを知り、とてもおもしろく感じまし
た。機会があれば、熊本大学工学部にも行ってみ
たいと思います。今回習ったことをしっかりと頭
に刻みたいと思います。わざわざ僕たちのために
来てくださった先生方、ありがとうございまし
た。 

（１組 石田 純也くん） 

  今日の授業は、「科学す

る心を育てる」というこ

とで、大学生や先生から

とても興味深い話を聞く

ことができました。とて

も難しかったけれど、と

ても楽しく学べました。

これから、科学をがんば

って、いろいろなことを

探究したいです。原子や

分子など難しいものもあ

ったけれど、とても勉強

になりました。 

(２組 西田 健誠くん) 

 

 今日は私の関心のある

化学のことについて学び

ました。メモの欄では足

りず裏にもたくさんメモ

を取りました。途中で楽

しいゲームもあり、楽し

んで学ぶことができま

した。今日のことで化学

をもっと調べてみたい

と思いました。元素記号などにも興味を持ちました。

また科学を学んでそれをいかすことのできる仕事も

調べてみたいなと思いました。すべてのものは分子や

原子からできているということがわかってよかった

です。 

（２組 八十田 玲奈さん） 

 

 私は理数系が苦手なので大丈夫かなと心配してい

ましたが、パワーポイントや解説がたくさんあり楽し

く授業を受けることができました。今日、初めて学ん

だことは原子の結合の「手」の数がそれぞれ違うこと

です。原子の種類は違っても「手」の数まで違うとい

うことにびっくりしました。ダイヤモンド、炭、鉛筆

の芯は、見た目はまったく違うのに、すべて同じ「炭

素 」からできているということに驚きました。科学

は難しいけどおもしろいなと思いました。 

（１組 本田 鈴奈さん） 

 

 今回の Q 講座では、熊本大学の方に来ていただき、

科学について学びました。すべてのものは原子と分子

からできていることなど、たくさんのことをはじめて

知りました。私たちも原子や分子からできていると思

うと、とってもおもしろくなってきました。物質の性

質を自分たちで表現するゲームはとっても楽しかっ

たです！私は、油と水を仲直りさせるために洗剤を入

れるといいということを初めて知りました。実際にや

ってみようと思いました。でも、水と油の仲が悪いこ

とを利用して作られたおもちゃもあるから、そういう

ことを利用して商品化するのはすごいなぁと思いま

した。 

（２組 内山 琴絵さん） 

生徒たちの声 

次々につながって「高分
子ポリマー」になる 
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『歴史を追究する仕事』 
 第２０回目の Q 講座は、宇土市教育委員会文化課文化財係参事、藤本貴仁さんを講師に招き、「考古学」
という分野の仕事について講義をしていただきました。 

 「考古学」というと、とても難解な分野であるように感じていた生徒も尐なくないようでした。エジプ
トのピラミッドの謎解きや、社会科の資料集にあるような達筆すぎて読めない古文書を読み解くような、
そんなイメージが強かったのかもしれません。しかし、藤本さんがどんなものに興味を持ち、考古学を専
門とする職業に就いたのか、そして、宇土の歴史の探究など身近に感じられる話になるとすっかり考古学
が身近なものになっていました。 

 

 

 

藤本貴仁氏 

宮崎大学教育学部で
考古学に目覚め、各地
の遺跡の調査に参加。
宮崎県西都原古墳群の
調査研究を行う。宇土
市で唯一の考古学の専
門職員として宇土市教
育委員会文化課に所
属。宇土城跡や馬門石石切場跡、轟貝塚等の発掘
調査を実施。宇土中学校新校舎（技術家庭科棟）
を建てる際にも、発掘調査に参加しています。 

 

 

 

「考古学は、『モノ』から『コト』を明らかに
する学問。警察の現場検証に似ている。」という
のは、藤本氏の言葉。 

日本最古の歴史書としては、古事記や日本書紀
があります。これらが書かれたのは奈良時代です
ので今からおよそ１３００年前ということにな
ります。それ以降は、文字による記録が残されて
います。しかし、それ以前になると、遺跡に残さ
れた物質的証拠から推測する以外にありません。
また、奈良時代以降のことも、文字の記録として
残されているものの多くは、政治的な出来事や、
知識階級の暮らしぶりを表したものであり、庶民
の暮らしや精神世界というものは、やはり物質的
証拠に頼らざるを得ません。そのような意味で、
遺跡の発掘というのは、過去の世界を知る上で非
常に重要な意味を持ちます。 

 

 

 

藤本氏は、数種類の列車の旅客車両の図を示さ
れました。そして、生徒たちに登場した時代の順
番を推測させました。ヒントは、汽車が登場する
前の移動手段を考えてみるということ。すると、
旅客車両は何をもとにして作られたかが見えて
きます。登場した当時の旅客車両はまるで馬車の
ようでした。そして、さまざまな装飾が尐なくな 

 
り、現代の旅客車両に近
づいていくということに
生徒も気づいてきまし
た。これと同じように、
遺跡から出土する土器や
茶碗、その他のさまざま
なもののつくりから年代
がわかってきます。 

 また、遺跡から出土す
る人骨からもさまざまな
ことがわかってきます。
埋葬のされ方や装飾品な
どによってその人の社会的な階級などがわかり
ます。また、弥生時代以降になると、首のない
人骨も見つかるということでした。これは、弥
生時代以降戦争をするようになったということ
を示しているということです。 

 

 

 

 宇土半島は、日本でも有数の貝塚の多い地域
だそうです。それは古くからこの地で人々が暮
らしていたこと、人々の暮らしを支える豊かな
土地であったことを示しています。 

 宇土中・宇土高の敷地からも茶碗や瓦など多
くのものが出土しています。近世宇土城のすぐ
近くであるということから、かつては武家屋敷
があったということです。１５８８年に宇土２
４万石の領主として小西行長は宇土に入りま
す。行長は豊臣秀吉の家来として武士になり、
朝鮮出兵でも加藤清正等とともに活躍します
が、関が原の戦いで西軍（石田方）の主力とし
て破れ、処刑されてしまいます。行長が宇土の
領主であったのは１３年間ではありましたが、
新城の建設とともに、城下町づくりにも取り組
み、現在の宇土市街地の基盤もつくりました。
「もし、関が原の戦いで西軍が勝利していたら、
本町通が熊本市の上通りや下通りのような繁華
街になっていたかもしれない。」という藤本氏の
言葉には、生徒たちからどよめきの声が沸きま
した。４００年の歴史のロマンを生徒と職員と
藤本氏が共有した瞬間だったように感じられま
した。 

講師の紹介 

考古学とは 

遺跡の発掘からわかること 

宇土の歴史 



  
 

 

 

 およそ９万年前に爆発した阿蘇山の火砕流が
冷え固まってできた凝灰岩のうち、網津町馬門 

付近に産出するものを馬門
ま か ど

石
いし

と呼びます。この 

石は、ピンク色をしている大変珍しいものです
が、江戸時代に熊本平野周辺で橋や水門、鳥居、 

祠
ほこら

などに使われました。さらにそれより千年以
上前の古墳時代、５世紀から７世紀の近畿地方の
古墳から、馬門石が出土しています。６世紀後半
の推古女帝とその子竹田皇子が合葬された植山
古墳（奈良県橿原市）からは、馬門石製の完全な
石棺が見つかっておりますし、聖徳太子ゆかりの
大阪市四天王寺南大門正面に馬門石の「礼拝石」
が置かれています。 

 電車もトラックもない時代、どのようにして馬
門石は近畿地方まで運ばれたのでしょうか。２０
０５年、その再現実験が行われました。およそ６．
７トンの復元された石棺と、当時の古代船も復元
し、宇土マリーナを出向した手漕ぎの古代船によ
って大阪南港を目指しました。およそ１か月の船
旅の末、宇土から近畿地方まで当時の船で運ぶこ
とができることを実証したのでした。 

 このプロジェクトに参加したときの思いなど
も熱く語っていただきました。この実験のスケー
ルの大きさと、藤本氏の熱い思いは生徒たちの心
にもしっかり届いたようで、多くの生徒の感想
に、この実験のことが書かれていました。 

 

 

 

今まで考古学というものは難しそうで、自分の
身近なものではなさそうだと思っていましたが、
今回学習してみて、考古学は昔のことを調べてい
く学問であり、昔に作られたものの跡などは自分
の近くにもとてもたくさんあふれていることが
わかりました。警察の現場検証と同じように、モ
ノから調べていけるというところがすごいと思
いました。時代が変わるごとにモノの形も尐しず
つ変わっているということも鉄道の旅客車両の
例をスクリーンで見てよくわかりました。そのほ
か、船を作り検証するなど、考古学は身近なとこ
ろで行われていることを学びました。今回のこと
以外に、自分でもっと調べてみたいと思いまし
た。               （１組 髙木 悠成くん） 

 

 今回の Q 講座は知らないことをたくさん知る
ことができ、面白かったです。私は宇土出身じゃ
ないから、まだ宇土のことをよく知りません。で
も今日の授業で尐し「考古学」や宇土の面白いと
ころや知らなかったところを知ることができた
と思います。今日の授業でたくさん知ったことが
ありますが、それでもまだほんの尐しだと思いま
す。もっともっと教えてもらい、知りたいなと思
いました。 

（２組 藤原 りくさん） 

 

  今日は、考古

学と宇土の歴史

について深く学

ぶことができま

した。考古学は、

教科書にも載っ

ていないので、

すごく興味がありました。考古学は過去の人類

の物質的遺物から、人類の過去を研究する学問

で「モノ」から「コト」を明らかにできるもの

ということでした。昔の書物に実際に書いてあ

るものからではなく、遺跡から出土した骨など

でどんな人なのかがわかる学問でもあることが

わかりました。そして、映像で見せていただい

た馬門石の石棺を運ぶところはすごいなと思っ

たし、運んだことでまた新たな歴史が紐解かれ

たことがすごいと思いました。やっぱり歴史は

深くて難しいと改めて感じました。私は松橋に

住んでいるけど、宇土の歴史もこれからたくさ

ん学びたいです。藤本さん、ありがとうござい

ました。 

（２組 塩村 若菜さん） 

 

 今回宇土の歴史についていろいろ学ぶことが

できました。私は中学校に入ってから初めて宇

土の歴史について学んだので、尐々驚きもあり、

たくさんのことを知れてよかったです。また、

小西行長が関が原の戦いでもし勝っていたら、

今熊本市にある繁華街が宇土にあったかもしれ

ないということを聞いて、大変驚きました。こ

のことで、歴史は本当にすごいと感じることが

改めてできました。馬門石については、本当に

不思議に思いました。いくらなんでも６．７ト

ンは無理があるだろうと思っていたら、本当に

大阪まで運べたなんて、本当にすごいと思った

し、昔の人は休息するところや食料をもらうと

ころもなかったのにどうやってそこまで行った

のかと思うと、やはり不思議で仕方がないと思

いました。 

    （１組 平居 由風さん） 

 

 今日は考古学の勉強をしました。考古学とい

う言葉は、あまりピンと来なかったのですが、

藤本さんの授業を聞いているうちにとても楽し

くなってきました。私は歴史が大好きなので、

藤本さんの授業はとても興味深いものでした。

特に向野田古墳の話はとても好きです。私の家

の近所に古墳があって、よく遊びに行ったこと

があるので、歴史に隠されたミステリーがある

なんて思ったこともありませんでした。今度行

くときには歴史的な目で古墳を見ていきたいと

思いました。 

（１組 戸北 聖美さん） 

 

生徒たちの声 

馬門石の旅、古代船の旅 
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コミュニケーションは何のために必要か？  
コミュニケーション、英語では communication 。英和辞典をめくると、いくつか意味が載っていま

すが、結局は『伝え合う
● ●

こと』だと思います。「伝える」という一方通行でなく、両方が発し、受け止め

ることで、分かり合え、協力し合うことができるようになってくるのではないでしょうか？新聞記者とい

う仕事は、取材においては一見聞き取り専門のようなイメージがありますが、実はそうではないというこ

とが今回の講話で分かりました。 

 
 
 
１１月３０日は、熊本日日新聞社宇土支局支局長

後藤幸樹さんをお迎えして、「新聞記者の仕事」の

内容で御講話いただきま

した。 

後藤さんは宇土支局の

前は編集局の運動部にお

られ、ロアッソ熊本など地

元のスポーツについて取

材したり、記事を書いたり

しておられたということでした。 

編集局には７つの部（社会、政経、文化、暮らし

情報、写真、運動、地方）と支社・総支局があると

いうことでした。これらから原稿や写真が集まり、

編集本部が見出しを考え、新聞となっていくという

ことでした。 

取材では、政経部はスーツを着ていくが、運動部

はラフな服装で行く、というお話もあり、それぞれ

の部で状況や相手に合わせて取材されることが分

かりました。 

新聞記者の７つ道具も紹介してくださいました。 

３色ペン、ノート、一眼レフカメラ、パソコン、

レコーダー、名札・腕章、脚立 

です。 

ただし、レコーダーは基本的には使わないという

ことでした。それは、頼ると聞かなくなってしまう

からという理由でした。写真は連射で撮り、１つの

写真を得るためには１００枚ほど写すことも分か

りました。その中からのベストショットを選ぶ作業

もきっと大変なことでしょう。 

新聞記者は資格は要らない。しかし、『人間関係

がとても大切』で、「真実」を「正確に」伝えるた

めには自分一人では限界があるため、『分かるまで

聞く』ことが必要であり、人との出会いを大切にし

なければならない、とい

うお話がありました。ま

た、相手とのやり取りの

中で得るものがたくさ

んあるともおっしゃい

ました。 

 
 

 
 

 新聞についてもお話がありました。原稿の
締め切りは２１：００～２４：００で、「１面
とテレビ欄の裏」が一番遅くなる、というこ
とでした。そこは、新聞を見れば分かります
が、一番大きな記事を掲載する場所で、事件
などが起きたら差し替えなければいけなくな
るからでした。ローカルワイド（地方の記事）
はそこまでの緊急性がないので、２１：００
～２２：００には締め切るそうです。 

 記事の構成についても説明がありました。
簡単に言うと、『逆三角形』だそうです。まず
見出しが「一番言いたいこと」を表し、次に
まず伝えたいことを先に書き、その後に内容
に関する補足を書くということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日３５万部発行さ
れるそうで、朝刉１日
分で「小説２冊分」くらいの量になるとのこ
とでした。たくさんの人たちからの情報を、
いろんな部の記者や編集者の方たちが記事や
写真にし、たくさんの人たちに伝えようとし
ていることがよく分かりました。 

 今回、このようなお話を聞くことができた
ことで、また新聞の読み方も変わってくるの
ではないでしょうか。 

 

 

Q: 紙はどうして灰色なんですか？ 

→古紙を再利用しているからです。 

Q: 写真の色つきや白黒の違いは何ですか？ 

→新聞の面ごとに、会議で決まります。 

Q: お休みはどれくらいあるんですか？ 

→月４日くらいです。でも、事件や依頼があ
れば休めません。 

 

新聞記者の仕事 新聞ができ得るまで 

見出し（一番言いたいこと） 

伝えたいこと 

記
事 

最後に質問も受け付
けてくださいました。 

補足 



 

 
 

 一番最初に聞かれた服装のことで、私は、「クリ

ーム色のスーツのズボンで、こげ茶っぽいベルト

で、青や白のＴシャツで入れパン、四角のメガネの

ウサウサの髪の毛」というイメージでした。でも、

その後に、部によって服装が違うって言われて、と

ても驚きました。質問で「カラーと白黒をどうやっ

て決めるのか？」っ

て聞いたら、執行会

議で決めていること

が分かりました。前

までは、大事なとこ

ろとそこまで大事で

ないところで決めて

いると思っていたけ

ど、解決して良かったです。（田上 梨々花） 

 

 今回のＱ講座で、新聞記者はとてもやりがいがあ

ると思いました。今度記者の仕事を体験できたらし

てみたいと思います。私のおじいちゃんが熊日で働

いていたらしいのでいろいろな話を聞いて、記者の

仕事について知りたいと思いました。 

（八十田 玲奈） 

 

 今日は、新聞記者のことについて勉強しました。

私は前から、編集とかするのに興味を持っていたの

で、今回の講話はとてもワクワクしました。また、

初めて知ったことがたくさんあります。一つ目は、

部によって、取材するのが違うこと。二つ目は、服

装が違うこと、などです。あとは、レコーダーをあ

まり使わないことにもびっくりしました。もし、私

がどれかの部に入るなら、後藤さんと同じように、

運動部がいいなぁと思いました。（改働 愛） 

 

 私の記者さんのイメージは、カメラをいつも持っ

ていて、ひたすらメモっているというイメージでし

たが、紙面ごとに締め切りが違うことや、毎日パソ

コンを開いていることなど、驚くことがたくさんあ

りました。私は、新聞がどのように作られているの

かに興味があって、記者さんがインタビューの質問

も詳しく考えて、相手にとても気を遣われているこ

とが分かりました。 

 題名や見出しで読むか読まないか決まると思う

ので、工夫していることは、なるほど、と思うこと

がたくさんありました。私は本を読むのが好きです

が、新聞はあまり読まないので、機会を作っていき

たいと思います。（荒木 美里） 

 

 今まで、新聞記者は、事件などを取材しているだ

けかと思っていたら、実際は警察からの情報を使っ

て記事を書いていたりと、初めて知ったことがいろ

いろありました。また、人とたくさんのコミュニケ

ーションをとることで、情報などが入りやすくなっ 

 たり、教えてもらっ
たりするんだと思い
ました。新聞を作る
仕事はとても大変そ
うだけど、とても楽
しそうだなと思いま

した。（河野 寛大） 

 

 

 
 
 「Quest Ⅰ」の発行が遅れておりまして、
なかなかタイムリーなお知らせができていま
せんが、現在のＱ講座の活動や予定をお知ら
せしたいと思います。 

 今、生徒たちは、これまでＱ講座で学んで
きた内容から、好きなテーマを選び、その内
容を更に自分で調べ深める（探究する）とい
う作業をしています。取りかかり自体は１月
中に始めましたが、なかなか作業が進んでい
ない生徒も多かったようです。そして、先日
２５日（金）に、また進めました。３月１日
（火）には、班とクラスで発表会を行います。
各クラスの代表３名ずつ（予定）は３月１１
日（金）の学年発表会へと進みます。 

 発表テーマも様々ですが、一番多いのは「和
菓子」でした。各クラス１０名前後います。
同じテーマの場合、どこで差を付けてくるの
か、楽しみです。 

 また、発表方法も広用紙やパソコンでのプ
レゼンテーションを予定している生徒も多
く、充実した発表会になる予感がするところ
です。 

 今後のＱ講座の予定 

３月 １日(火) 班・クラス発表会 

３月１１日(金) 学年発表会 

３月１８日(金) クッキングクラスマッチ 

 

 

 

 ２月２５日（金）のＱ講座の最初に、田代
先生が来られました。先生から直接お話しを
聞いたのは６月以来で、主な内容は「阿蘇自
己再発見キャンプ」についてでした。 

 ２年生の５月２５日（水）～２７日（金）
に行われる予定で、その内容を簡単に説明し
ていただきました。詳しくは後日改めて掲載
したいと思います。 

 この話の冒頭で、熊本大学工学部の國武先
生（原子・分子の講話をしていただいた先生）
とのお話の内容でした。今、学生は就職難の
時代で、企業はどんな人を採用しているか、
という話でした。問題解決能力やコミュニケ
ーション能力を身に付けている人を求めてい
る、とのことでした。まさに、Ｑ講座のコン
セプトを思わせるようなお話でした。生徒た
ちが就職の時期を迎える時、このＱ講座での
学びが生きてくるのかもしれません。とにか
く「いろんな人と接する」ことで、自然とそ
のような力が身に付いてくるということでし
た。 

今、求められる力 

生徒の感想 

探究レポート作成中 

お礼の言葉も梨々花さん

が言ってくれました。 
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「言葉の力 伝える力」 
「お互いを知る」、「真実を知る」という上で、人間社会においては『言葉(言語)』というものは非常

に重要な役割を果たします。それをコミュニケーションという言葉で表したりしますが、「知る」ためは

もちろん、「知らせる(伝える)」ためにも、とても大切です。その使い方を正しく使おう、というお話でし

た。また、福島さんは、御自身の、コミュニケーションを通して得た貴重なものを我々に惜しみなく伝え

てくださいました。 

 
 
 
１２月３日の講師は RKK 報道制作局放送部次長

の福島絵美さんでした。RKK のアナウンサーとし

て、テレビやラジオで御活

躍なのでみなさんよく知っ

ていることと思います。 

福島さんは静岡県三島市

生まれで、高校２年の時に

熊本高校へ編入され、その

後小学校の教師を目指し、

熊本大学教育学部に入学さ

れました。その大学在学中に転機が訪れました。そ

れは、２年生の時にミス熊本に選ばれ、いろんな

PR 活動に参加し、｢伝える｣ことの楽しさ、おもし

ろさに出会われました。それからは、２年間必死に

勉強され、３６０人中２人という狭き門を見事突破

され、晴れて RKK のアナウンサーとなられました。 

１９９３年から１年半、アメリカのシアトルとモ

ンタナでニュースリポーターも務められました。帰

国後は、｢週間山崎くん｣の初代キャスターとなり、

育児休暇後は７年間夕方ニュースでの、女性初のメ

インキャスターを務められました。現在は、放送部

次長として、アナウンサーの教育・指導にあたり、

ニュースや大学の放送講座、経済番組などを担当さ

れています。 

また、ラジオでは、｢お話玉手箱｣という朗読番組

で、系列局のアナウンサーが腕を競う『アノンシス

ト賞・全国優秀賞』を２００９年、２０１０年と２

年連続で受賞されました。 

その他、男女共同参画社会推進懇話会委員とし

て、熊本県の「男女共同参画社会基本計画」策定と

「推進条例」の制定に携われ、県ようこそくまもと

観光審議会委員、県九州新幹線くまもとつくり応援

隊など多岐にわたり、御活躍をされています。 

言葉や話すことに関する講師や家庭と仕事の両

立をテーマにした講演活動にも力を入れておられ

ます。 

このような素晴らしい実績を持たれている著名

人をお迎えし、貴重なお話を聞く機会を持つことが

できましたが、それに相応しい中身の濃い御講話を

いただくことができました。 

 
 

 
 

 最初は小学校の教師を目指していらっしゃ
いましたが、夢がアナウンサーとなり、それ
に向けてがむしゃらに勉強をされたとのこと
でしたが、英語も勉強をし続けておられたと
いうお話でした。「いつか海外で仕事をした
い」という気持ちがあり、お仕事と両立させ
ながら英会話を続けておられました。その”夢”

を御主人にも日頃から伝えていたため、アメ
リカでの仕事の話の時も、快く送り出してい
ただけたとのことでした。そこで、「身近な人
に夢を伝えておくのもいい」と実感されまし
た。 

 ただ、アメリカでの生活はいいことばかり
ではなく、アジア人差別にも出会われたり、
銃の問題に心を痛められたりしたこともあっ
たそうです。最初は、『違う』ことが目に付い
たのが、だんだん『人は皆同じ』と感じるよ
うになったそうです。 

 日本に帰国して、熊本家庭裁判所委員会の
委員となり尐年院にいる尐年たちに会ったと
きは、「尐年たちの共通点は“コミュニケーシ
ョン”が苦手なこと」と感じ、これが基でト
ラブルや事件につながったのだろうとのこと
でした。 

 男女共同参画社会づくりに携わる中、気付
かれたことは、５０歳代の男性の自殺の多さ
でした。「男は・・・」となかなか自分の弱さ
をさらけ出すことができない世代であり、妻
にも言わないまま自殺するパターンが多いと
いうことでした。 

 これらの例を通して、｢コミュニケーション
の大切さ｣を訴えてくださいました。 

 

 

 福島さんは、いつも３つのものを持ち歩い

ていらっしゃるとのことでした。「アクセント

辞典」、「電子辞書」、「ストップウォッチ」で

す。日頃から、気になったら確認したり、練

習したりされるということで、『プロの魂』を

見せていただきました。 

 いくつか例を出して、正しい日本語につい

て考えさせてくださいました。 

 

講師紹介 多くの出会いで学んだこと 

言葉のプロになろう 



 ｢日本銀行｣の正式な読み方は「ニッポンギンコ

ウ」、「一段落」は「イチダンラク」、「他人事」は「ヒ

トゴト」。他に、｢元日｣と「元旦」の違いや「山都

町」は「山都チョウ」で「美里町」は「美里マチ」

であることなど。 

 発声は、お腹にたく

さん息を吸う腹式呼吸

で、姿勢をよく、口の

形をはっきりさせなが

ら大きな声で言うこと

が大切とのことでした。口の形をはっきりさせる練

習も準備していただいた用紙を使って演習しまし

た。 

 「私は今日熊本で買ったスイカを食べました」と

いう例文では、区切り方で二通りの意味になること

も教えてくださいました。 

 正しく伝えるためには、正しい日本語を使うこと

が大切であることを学びました。 

 朗読についても、実演を交え説明してくださいま

した。最初は教科書を使って、次に夏目漱石の『坊

ちゃん』の坊ちゃんとおばあちゃんのやり取りの部

分を使って。「坊ちゃん」では、戸北さん（坊っち

ゃん）と塩村さん（ナレーター）、福島さん（おば

あちゃん）で見事に情景を彷彿させてくれました。

朗読の大切なことは、「情景描写」をすることが大

切なので、イ

ラストを描い

てみたりする

こともいいと

の こと で し

た。また、「風

は風っぽく、

雲 は雲 っ ぽ

く」読む。朗読は決まりがないから、イメージを膨

らませることが大切ということでした。 

 

 

 

 

 最後に、いくつかのメッセージを伝えられまし

た。 

 まず「楽しいことばかりではない」です。福島さ

んも華やかな人生を歩んでこられているようで、い

ろんな苦労もされてきていらっしゃること。それを

乗り越えてきていらっしゃるからこそ、輝いていら

っしゃるのでしょう。 

 次に「好きな仕事は苦にならない」です。だから

こそ、乗り越えてくることができたこともたくさん

あるのではないでしょうか。そのような仕事に巡り

会いたいと思った生徒も多かったと思われます。 

 「思うだけでなく、努力をしてください。その努

力を決して止めないで。」ということでした。『夢』

がコンセプトの宇土中学校には、まさにこのことが

一番大切なことなのではないでしょうか。それを体

現された方の言葉は重みがありました。 

  

 

 

 僕は、心に残ったことが２つあります。１
つ目は、夢を持つことの大切さです。僕には､
まだ夢がありません。しかし、今日の講話を
聞き、夢を持つことの大切さが分かりました。
なので、次からいろいろな活動に参加して、
自分に合った夢を見つけたいです。２つ目は、
今できることを一生懸命頑張ることの大切さ
です。僕は、今まで本気になって一生懸命頑
張ったりすることをあまりやったことがあり
ません。だから、これからは何にでも一生懸
命頑張りたいです。今日は、とても良い経験
ができたので良かったです。(西田 健誠) 

 

 今日の講話は、夢、言葉、出会いなどいろ
いろなお話をされて、その中でも私が心に持
っておきたいなと思ったのは、「あきらめない
こと」、「チャレンジすること」、「チャンスを
つかむこと」です。私の将来の夢は保育士で
す。この夢は小学校くらいから持ち始めて、
まだ７年しか経ってないです。でも、この夢
に向かって、”あきらめない、チャレンジ、チ
ャンスをつかむ“を心に持って、夢を叶えら
れるようにしたいと思います。その他にも、
勉強とかいろんなことに当てはめて頑張りま
す。   (藤原 りく) 

 

 今日はＲＫＫから福島絵美さんが来られま
した。私もテレビで何度か見たことがありま
したが、声がとてもきれいでびっくりしまし
た。今日福島さんから教わったことは、夢に
ついてと言葉についてでした。夢については、
自分も将来の夢があるので、福島さんの話を
聞けて良かったなぁと思いました。そして、
改めて夢をあきらめずに頑張ろうという気持
ちになれました。言葉についても、アクセン
トの付け方や話し方など難しいことがたくさ
んあったけど、一緒に発声練習をしてみて、
「楽しい」と感じることができました。私は
これからもっと語学の勉強や広い視野でもの
を見たりしながら、自分が一番やりたいと思
う仕事を見つけていきたいなと思います。 

(早川 理夏子) 

 

 今日は、聖美ちゃんがすごいと思いました。
夢がアナウンサーで、読むのがうまいと思っ
ていたけど、本当に役に入りきっていたとこ
ろがすごいなと思いました。福島さんの小さ
い頃からの夢が変わってしまったように私の
夢も変わるかもしれませんが、福島さんが大
事にしている言葉のように、「今は今しかな
い」ので、今できることを一生懸命やりたい
な、やれるといいなと思いました。途中で、
発声練習をしたりなど、
とても楽しかったです。
いろいろなことを学ぶ
ことができたと思いま
す。(山田 莉奈) 

 

「今は二度と来ない」 
「今を大切に生きる」 

生徒の感想 
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和菓子の誇り 
１２月１０日のＱ講座は、菓舗梅園四代目の片岡圭助さんを招き、和菓子作りを体験しました。授業

参観も兼ねていたので、保護者のみなさんにも参加していただきました。機知や話術に富んでいらっしゃ

り、楽しく体験できましたが、随所に「和菓子に対するこだわりや誇り」、「和菓子職人としての自信やプ

ライド」を感じることができました。『和菓子は目で食べる』味はもちろん、季節や見た目にもこだわり、

丹精込めて作っておられます。同時に、日本の伝統文化を引き継いでいく使命感も持っていらっしゃるこ

とを肌で感じました。 

 
 

 
講師は熊本市川尻町にある

菓舗梅園の四代目片岡圭助さ

ん。熊本商業高校を御卒業後、

大阪の松月堂に弟子入りされ

ました。「菓舗 梅園」は、和

菓子の匠の世界を伝導すべく

講習会やイベントなどを行っ

ている「開懐世利（かわせり）六菓匠」のひとつで

す。片岡さん手がける和菓子は、四季折々の花鳥風

月を表現し、ウグイス、鯛、鶴、みかん、バラなど

20 種類を超えます。アイデアあふれる和菓子を、

腕とセンスによって次々と作られます。 

（参考 「夢情報 くまもと特集」） 

 

 
 

 日本には四季があるが、１つの季節を更に６つず

つ分け、季節の変化を表す（二十四節気）。更にこ

れを約５日ごとに分けたもの（七十二候）もあるそ

うです（３月３日付熊本日日新聞）。このように日

本人は季節に非常に敏感です。 

 和食では、季節に合った色使いをし、食材をどの

ように盛り付けていくかもとても重要です。季節に

合わせて、器や食材を選ぶのが、和食の醍醐味の１

つでしょう。これを「目で食べる」と表現するわけ

ですが、意味がとてもよくわかります。 

 和菓子は『五感の芸術』と言われるそうです（全

国和菓子協会）。目のみならず、舌はもちろん、手、

耳、鼻などを使って食べるからでしょう。これから

は、出てきた和菓子をパクッとすぐに口に入れるの

ではなく、見たり、香りを楽しんだりして、これま

での２倍も３倍も楽しみたいと思いました。 

 片岡さんの講話では「ごちそう」という言葉の語

源にも触れられました。「馳走」とは元々「走り回

る」と意味であるが、「駆けずり回って旬な食材を

集める」ところからきているそうです。いろんな山

の中に入って、いち早く見つけ出し、今日来るお客

様に出す。このように、昔からの日本の食文化の中

には『相手をもてなす』心と『それをどういう風に 

 
おいしく食べてもらおうか』という心がある、
ということでした。『日本人』として、心にと
どめておきたい心構えをご教示いただきまし
た。 

 

 

 

 講話の後は片岡さ

んの和菓子作りが披

露されました。 

 片岡さんがことも

なげにどんどん作ら

れる和菓子は、片岡さ

んの手の中でどんど

ん命が吹き込まれて

いくように、形が整ってくるのがおもしろか

ったです。桜や梅、バラ、ウグイスなど。中

学生が対象ということもあってドラえもん、

アンパンマン、スヌーピー、Qoo（クー）、キ

ティーちゃんな ど、かわい

いキャラクタ ー も

もたくさん

作っていた

だきました。

１つできあがる

ごとに、中学生から

歓声が上がりました。「目

で食べる」が感覚的に分かる瞬間でもありま

した。 

 いよいよ中学生も保護者の皆さんも実践す

る時間になりました。２つの作品に挑戦しま

した。まず 1 つ目は、「ききょう」の華です。

紫色で、５枚の三角の花びらが特徴です。 

 まずは片岡さんの手元を映し出されたスク

リーンで確認して、それをまねて作ります。

片岡さんの手の中では、コロコロしながらだ

んだん形が整っていく。花びらの部分は、「指

で鼻をつまむように」と具体的に分かりやす

く説明していただいているのですが、見るの

とするのは違って、なかなかうまくいきませ

んでした。中には器用に作って、片岡さんか

ら直接褒められている人もいました。 

講師紹介 

匠の技 

目で食べる 



 ２つ目は「みかん」

です。みかんはみか

んでも、「皮をむいて

中の果実が見えてい

る」もので、それが

とてもリアルに見え

る作品です。「あれは

片岡さんが作るから

できるのであって、自分に

はできるのかなぁ」と思っ

た生徒は尐なくなかったこ

とでしょう。三角ベラや串

を駆使し、説明の通り作り

出すと、だんだんみかんに

見えてきました。そして、

最後の工程である、『皮をむく』作業ではどきどき

しながらめくりました。うまいこときれいなみかん

の房が見えているものもあれば、実（み）に傷がつ

いてしまったものもありました。しかし、自分で手

がけた作品はきっといとおしく感じたことでしょ

う。 

 

 

 今日は、和菓子作りを

体験することができま

した。最初お話をされた

後に片岡さんが実際に

作ってくださいました。

スプーンが曲がるのが

とってもおもしろかったです。次に自分たちも作り

ましたが、うまくいきませんでした。でも、とって

も楽しい探Ｑの時間でした。（須藤 晶） 

 

 今日の講座を受けて、和菓子作りは技術がないと

絶対にできないものだと思いました。ただ普通に口

に入れている和菓子ですが、改めて見ると本物の植

物や動物みたいですごいなぁと思います。自分でも

作って見たけど思っていた以上に難しかったです。

片岡さんは、『自然に手で覚える』と言われたので

驚きました。今日は、本当にいい体験ができました。

（本多 沙羅々） 

 

 今日の和菓子作りで一番記憶に残ったことは、片

岡さんが私たちの目の前で、パパッと和菓子を作っ

てくれたことです。自分で作ってみると、話しなが

らなんて全然できず、とても難しかったです。和菓

子職人ってすごいなぁと思いました。 

（夏目 愛） 

 

 和菓子作りは初めてでとても楽しかったです。講

師の片岡さんはとてもおもしろくて、スプーン曲げ

がすごかったです。私たちは作ったのは、ききょう

とみかんです。本物っぽくするのはとても難しく

て、変な形になってしまいました。でも、とても貴

重な体験だったので、できてうれしかったです。 

（津川 礼奈） 

  初めての体験でした。とても楽しかったで
す。五感を使って楽しむ日本の和菓子文化は
すごいと思いました。今日は、片岡さんの、
全国トップレベルの技術とスプーン曲げが見
れて良かったです。（田島 舞） 

 

 今日は和菓子作りと、片岡さんに講話をし
ていただきました。講話では、和菓子につい
て、お店では今の季節より尐し先の時期の華
や鳥の和菓子がよく並んでいることを初めて
知りました。今度お店に行ったら確かめてみ
たいです。次に、実際に和菓子を作りました。
手本を見ていると、とても難しそうでしたが、
作るのはおもしろくて、自分なりによくでき
たのでうれしかったです。楽しかったです。 

（境口 円香） 

 

 何にも考えずパクパク食べていた和菓子
が、あんなに難しいなんて思いもしませんで
した。尐しでも水分が足りなかったら、手に
ひっつくし、早くしないと、ねりきりが堅く
なってしまい、上手に作ることができません
でした。片岡さんは、とても早く、やっぱり
職人だなと思いました。（浦川 明日香） 

 

 片岡さんは、
実際に和菓子作
りを見せていた
だいた時のよう
に、手早く、し
かも丁寧に作っ
ていけるように

なるまでは、何度も繰り返し作り続けてきた
からだと思いました。初めて自分で和菓子を
作ってみましたが、思ったより難しく、うま
くいかなかったところもありましたが、作り
上げることはできました。見た目がとてもき
れいで、日本の持つ素晴らしい文化なので、
この先もずっと伝わり続けて行って欲しいと
思いました。 

（髙木 悠成） 

 

 今回は、講師
の片岡さんか
ら「和菓子作
り」について教
えてもらいま
した。日本の季
節に合った色
の材料を使っ
て、和菓子を作
るので、消費者
も食べながら
季節を感じる
ことができるのでいいなぁと思いました。実
際に、ききょうとみかんを作ってみて、思っ
たよりうまくできました。みかんの皮など、
包むときにひびが入ったりしたので、難しか
ったです。自分で作った和菓子もおいしかっ
たです。 

（小山 貴之） 

保護者の皆さんも、楽しく

挑戦されました。 

生徒の感想 
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『「まちづくり」という仕事』 
 第２１回目の Q 講座は、九州大学大学院人間環境学研究院から田北雅裕先生をお招きして「『まちづく
り』というしごと」と題し、実施しました。『まちづくり』という言葉は、決して聞きなれない言葉では
ありません。しかし、具体的にはどんなことなのでしょうか。道路を作ったり橋を架けたり公園を整備し
たりすることだけで「まちづくり」はできません。なぜならそこに人が住まなければ「まち」としての意
義がないからです。田北先生は「まちづくり」は「人々を幸せにすること」とおっしゃいました。これま
での Q 講座とは尐し違った視点からの講義となりました。生徒たちもこれまでと違った視点、つまり違う
考え方を身につけた 2 時間でした。 

 

 

 

田北雅裕氏 

熊本市出
身。九州大
学大学院人
間環境学研
究院専任講
師。高校生
の頃、自分
の大切な場
所だった白
川沿いの「橋の下」を作りたいという思いから大
学では土木建築を専攻。九州芸術工科大学大学院
に通う傍ら、デザイン活動「trivia」を開始。そ
の後、研究で関わった「杖立温泉」にそのまま移
り住み、『杖立ラボ』を設立し、まちづくりを行
う。杖立温泉街の再生に精力的に取り組みなが
ら、小国高校で総合的な学習の時間の講師を務め
たり、九州国立博物館開館記念展等様々なウェブ
サイトの作成、音楽・アートプロジェクトの企画
や「南阿蘇えほんのくに」の館長を務めるなどそ
の活動は多岐にわたる。 

 

 

 

「まちづくり」という言葉。「まち」を「つく
る」こと…と、言えば簡単ですが、具体的にどの
ようなことなのか、それを仕事にするということ
はどういうことなのか。田北氏の場合、自分のや
りたいことを追究していった結果、「まちづくり」
をしていたようです。 

 

 

 

自分だけの「お気に入りの場所」はあります
か？田北氏はそれが「白川にかかる橋の下」だっ
たそうです。中学や高校の頃、自分が落ち着く場
所として、何かあると「橋の下」へ行ったそうで
す。そこは、あるときは一人で考え事をする場所
だったり、またあるときは、気の合う仲間が自然
と集まってくる場所でした。 

 

 
 そんな自分の居場所を見つけ、そのような場
所を作る仕事をしたいと思うようになりまし
た。しかし、大学受験、学部学科の選択、大学
院への進学、さまざまなところで挫折を経験し
ました。しかし、どんなに失敗があったり、自
分の選択が思っていたものと違っても、そのた
びに新たな希望を持ってチャレンジしなおして
いくのでした。 

 それは、「橋の下」のような空間をつくりたい
という根源的な思いを持ち続けることができた
からでしょう。そして、大学院の研究として杖
立の温泉街再生と出会います。 

 

 

 

 杖立温泉は、伝説によると応神天皇の産湯と
して使われたとされています。ですので、約１
８００年の歴史があることになります。杖の助
けを借りてやってきた人が、湯治により健康を
取り戻し、帰るときには杖なしですむというこ
とからその名前がついたとされています。戦後
は九州の奥座敷として栄えましたが、黒川温泉
や湯布院が温泉街として集客に成功する一方、
杖立温泉は衰退していきました。 

 田北氏は杖立温泉に移り住み、自分でかつて
遊技場であったところを改装し、「杖立ラボ」を
設立しました。そしてまちづくりに着手します。
しかし、突然外部からやってきた学生が簡単に
できることではありません。地域の人たちに信
頼されるために徹底的に話し込みをしました。
すると尐しずつ住民からも信頼を得られるよう
になり、協力してくれる人が増えてきました。
こんなエピソードを紹介してくれました。 

 杖立川にかかる橋に大きな花壇が設置してあ
りました。かつてはそこに植物が植えられてい
たそうですが、その後使用されなくなり、通行
の邪魔になっていたのです。しかし、その花壇
には住民のたくさんの思いがこめられており、
邪魔にはなっているものの、撤去するのは難し
いと言われていました。しかし、田北氏は住民
との話込みを重ね、理解を得ることで撤去にこ
ぎつけました。そして撤去の日には、設置した
人も協力してくれたということでした。 

 この話の中で、田北氏は私たちに大切なこと 

講師の紹介 

はじまりは学生服の頃 

「まちづくり」という仕事 

杖立温泉 



  
を教えてくれました。それは、このような話し合
いにおいて、一部の権力を持った人の声が大きく
なってはいけないということです。それぞれの意
見は、住民一人一人の意見として平等に扱われな
ければならないということです。このようなこと
は、町、市、教室、どんな規模のコミュニティで
あれ、絶対に守らなければならないことです。 

 このようにして、杖立温泉街は尐しずつ変化し
てきました。数年前から時々雑誌などでも昭和の
レトロ感が漂う温泉街として取り上げられたり、
最近ではコンビニなどでも『杖立プリン』なども
売られるようになりました。 

 

 

 

 
 授業の冒頭で、「くらしの中に『違和感』を感じ
ることはありませんか？」という質問がありまし
た。「ん？なんか、おかしいな」と思うようなこと
です。 

 田北氏は、工学部で橋や道路をつくる土木系の
学科に入学しました。そこで「違和感」を感じま
した。本当につくりたかったのは、そこにいて幸
せを感じられるような『空間』だったのです。そ
の思いを原点として、人が幸せを感じられるよう
すること、「違和感」を感じることを改善していく
といった営みを続けていたことが「まちづくり」
をしていくことになったのでした。 

 私たちは、「違和感」を受け流すことになれては
いないでしょうか。「制度がよくないから」「社会
がよくないから」という言葉で片付けてはいない
でしょうか。そこに自分から働きかけ、変えてい
くことを続けていけば、暮らしやすい「まち」が
でき、より自分らしい「くらし」ができるのでは
ないでしょうか。 

 最後に、子どもたちへ向けて、「当事者意識」を
もった「まちの住民」になるための９つのコツと
してメッセージが送られました。 

 

１．好きなものではなく、ほうっておけないもの
（違和感）を突き詰める。 

２．「つい伝わってしまうこと＝秘密」を見逃さな
い。 

３．相談者がいない人の相談に乗る。 

４．自分の役割じゃなくても、組織としてのやる
べきことをやる。 

５．知識や美意識を無理に「理解」させようとし
ない。 

６．人を頼って感謝する。 

７．偶然（自然）を受け入れ、尊重する。 

８．プロジェクトの時間ではなく、「生活の時間」
で周りの人たちと接する。 

９．自分の思い出を振り返り自分と丁寧につきあ
う。 

 

 特に、６番目は、思春期を迎えた生徒たちへ向
けて、周囲や親を頼ることも大切だということや、
同時に感謝することの大切さを語ってくださいま
した。 

    

 

今日の授業で、生活の中の「違和感」や「気

になること」を考えてグループで話し合って解

決方法をたくさん聞くことで、みんなもこんな

ことを思っているんだということがわかりまし

た。宇土中では Q 講座などで話し合いの場をも

うけることがあります。話し合いで意見を集め、

結論を出すのはシンプルですが、大切だと思い

ました。他人と協調することでより高度な意見、

方法、結論が生まれてくると思いました。 

生活の中の違和感：涙が出ること、なぜ人は生

き、死んでいくのか 

１組 清田  京介くん 

 

私たちのまちをつくるという事は、私たちが違

和感を持ったり気になったりすることから、ま

たその解決法を考えていくことから進めていく

ことができるということがわかりました。私は

最初、まちづくりってどんなことなのかよくわ

かりませんでした。でも今日の授業でまちづく

りはみんなで協力してやっていくものなのだと

いうこともわかりとても勉強になりました。 

生活の中の違和感：道路に街灯などがあまりな

いこと 

１組 山本  帄乃佳さん 

 

まちづくりのことについて考えることができ

た。初めて知ったことなどもたくさんあった。

ほかにも田北さんが今までやってきたことなど

も知ることができた。僕は、田北さんは自分が

したいと思ったことに突き進んで行っていてと

てもすばらしいと思いました。今日はめったに

聞けない「まちづくり」の講話を聴くことがで

きたのでいい経験になりました。今日学んだこ

とが、これからも生かしていけるといいなと思

いました。 

生活の中の違和感：母子手当てはあるが父子手

当てはないこと 

２組 中川  将真くん 

 

今日は田北先生が「まちづくり」という仕事に

ついて講話をしてくれました。私は最初、まち

づくりと聞いて、何もイメージがわきませんで

した。だけど、今日の話を聞いて、どういうこ

とか分かりました。杖立温泉を盛り上げるため

にいろいろな活動をしていたので凄いなと思い

ました。レトロな雰囲気がすごく出るような感

じにまち全体をしていて凄いなと思います。こ

ういう仕事もいいなと思いました！！ 

生活の中の違和感：電灯が尐ないこと、道がで

こぼこしていること、感情を持つこと 

２組 村上  歌蓮さん 

 

生徒たちの声 

大切なのはちっぽけな違和感 
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職業講話『「学芸員」という仕事』 
 Q 講座は「地域学」「宿泊教室」「キャリア教育」の３本柱で構成されています。１年生の後半では、「キ
ャリア教育」の一つとして、様々な分野を追究して仕事をされてきた方々をお招きして職業講話をしてい
ただいています。１月２８日の Q 講座は、熊本市立博物館から学芸員の清水稔さんをお招きし、「学芸員
という仕事」についてお話をいただきました。博物館には行ったことがあるけれど、「学芸員」という仕
事は、実際にどのような仕事なのか、生徒たちはとても興味を持って講話を聞くことができました。 

 

 

 

熊本市立博物館学芸員 清水 稔 氏 

大分市生まれ。愛媛大
学で魚類を専門に学び、
京都大学大学院博士課
程を修了。アフリカタン
ガニイカ湖で淡水魚の
研究を精力的に行う。
1999 年から熊本市博物
館の学芸員として勤務。
専門は主に動物行動学。 

 

 

 

 

「学芸員」とは、博物館資料の収集、保管、展
示及び調査研究その他これと関連する事業を行
う「博物館法」に定められた、博物館におかれる
専門的職員です。学芸員になるための資格は、1.

大学・短大で単位を履修することや、2.文部科学
省で行う資格認定試験に合格すればなることが
できます。なお、学芸員として活躍するには、博
物館（登録博物館）で任用される必要があります
（文部科学省ホームページより）。 

また、博物館（はくぶつかん）とは、特定の分
野に対して価値のある事物、学術資料、美術品等
を購入・寄託・寄贈などの手段で収集、保存し、
それらについて専属の職員（学芸員など）が研究
すると同時に、来訪者に展示の形で開示している
施設のことです。多くはある分野を中心に構成さ
れ、収集された資料に基づく研究成果を公刉する
と同時に、来訪者がその分野について幅広く知識
を吸収できるように工夫されています。 

熊本博物館は、「地質」「生物」「理工」「考古」
「歴史」「民俗」という総合博物館です。大きな
博物館では生物の中でも「昆虫」、「鳥類」などと
細分化されていることもありますが、熊本博物館
では動物全般を清水氏一人で担当されています。 

 

 

 

清水氏は、物心ついたときからあらゆる動物に
興味を持っていたそうです。そして、小学校低学
年の時には「昆虫学者になるぞ！」という決心ま 

 
でされていました。そして、小学 5 年生のとき
に釣りをきっかけにして魚類に深く興味を抱く
ようになりました。中学生の頃には親に「家業
を継ぐ！」と言ったそうですが、断られるとい
う経験もしたそうです。高校に入り、アフリカ
の魚を飼育されている生物の先生と出会い、さ
らに興味が深まっていきました。そして、淡水
魚の研究をするために愛媛大学に入学します。
大学院に進学し、憧れのアフリカのタンガニイ
カ湖へ行き、魚類の研究なども熱心に行いまし
た。帰国後、悩みに悩んだ末、京都大学大学院
博士課程に進学することを決意します。そして
タンガニイカ湖の魚類の研究を続けました。そ
こで考え抜いた末、「学芸員」になることを決意
します。とはいえ、「学芸員」の募集などたくさ
んあるものではありません。清水氏は、西日本
の博物館に 20 通を超える手書きの手紙を送り
ました。すると、熊本市からだけ返答がありま
した。そして 1999 年から熊本市の熊本市立博物
館の学芸員として現在まで調査・研究から普
及・啓発などの仕事まで幅広く活躍されていま
す。 

 

 

 

 

 「研究」というと、とても「堅い」イメージ
かもしれません。しかし、研究は、とても身近
なところを出発点とします。清水氏は、水族館
へ行って「あの魚、おいしそう！」と言うのは、
「健全なこと」といいます。それは、自分のこ
れまでの経験と目の前の魚を比較しているから
です。身の周りのものを比較し、分類・整理し
ていくことが研究へとつながっていきます。そ
して、似たものの中に、同じものと違うものと
いう観点で整理していけば、様々なことが分か
ってきます。そのために
は、「観察力」が必要に
なってきます。 

 清水氏から、生徒たち
に「ひれに注意しながら
魚の絵を描いてみよう」
という日頃の『観察力』を問う課題が出されま
した。多くの生徒は左側に頭、右側に尾びれと
いう絵を描きましたが、頭部を正面から描いた
り、様々な視点から描いた魚図鑑ができました。 

  

講師の紹介 

学芸員になるまで 

「学芸員」という仕事 

研究は暮らしを豊かにする 



比較・分類により、新しい知見が整理されてい
くと、これまでにない新しいものを作っていくこ
とができます。身近なところに目を向けることが
研究のはじまりです。ちょっとした違いに「意味」
があるのかも知れません。世の中には分かってい
ないことの方が多いのですから。 

 

 

 

 
 ウサギの頭蓋骨と齧歯類（ネズミの仲間）の頭
蓋骨の違い、グッピーとカダヤシのひれの付き方
の違い、熊本で見つかっている外来生物（アリゲ
ーターガー、タランチュラなど）の実態、捨てら
れた北アメリカ原産のミシシッピアカミミガメ
（出店などで売られているミドリガメ）の甲羅か
ら分かること、競争的排除論（同じような生活様
式の生物同士は競争しあい、排除しあう）を覆す
アフリカ、タンガニイカ湖の４種類の魚など、生
徒にとっての様々な「興味のもと」になるような
お話をしてくださいました。 

 職業講話をしてくださる方々が共通して言われ
ることがあります。そのことを清水氏も語ってく
ださいました。それは、「何事も真剣に取り組む」
ということです。清水氏の場合は、身近な質問を
深めていくことの大切さを語ってくださいまし
た。小さな頃からの動物好きという情熱が、今の
仕事につながっているのです。「好きこそものの上
手なれ」という言葉、まさにそのとおりです。こ
の言葉に多くの生徒たちが勇気づけられたようで
した。 
 

 

 

 

 今日は、学芸員の清水さんの講話を聞きました。
「学芸員」という仕事は聞いたことはあっても、
内容は全然知りませんでした。今日の講話を聞い
て、学芸員ってとても大変な仕事なのだなと思い
ました。 

 私は虫などは苦手ですが、好きなことにすごく
長く携われるっていいなぁと思いました。私も清
水さんのように、自分の好きな仕事に就けたらい
いなぁと思いました。 

            １組 改働 愛 さん 

 

 私は今日の Q 講座を受けて、始めて「学芸員」
という仕事を知りました。昆虫や魚類の知識はほ
とんどありませんでした。だから、講話を聞いて
いて昆虫の動きを見れば、環境の変化が分かるこ
とや、卵をなぜたくさん産む必要があるのかなど
の理由を聞いたときに「あ、そうなんだ」とか、「な
るほど」というふうにとても納得しました。何気
ない発想を追究して博士号を取得したり、賞を取
ったりすることができることもすごいと思いまし
た。 

           １組 本田 鈴奈 さん 

  私は学芸員という職業を聞いたことはありま

したが、それがどのような仕事なのかは全く知

らなかったので、清水さんのお話で知ることが

できました。また、身近なものに目を向けて「な

ぜ？」と考えることが研究のはじまりとなり、

私たちの生活をより豊かにするものだと分かり

ました。これからは小さなことに「なぜ？」と

思えるようになって調べていきたいです。 

           ２組 田島 舞 さん 

 

 私は始めて学芸員という仕事について知るこ

とができました。そして学芸員という仕事につ

いて知ることができてよかったです。タランチ

ュラは網を作らないということを知ってびっく

りしました。学芸員という仕事は楽しそうだけ

ど、大変な仕事だなと思いました。学芸員とい

う仕事は研究の仕事だけじゃないのでびっくり

しました。動物をむやみに殺したりするのはか

わいそうだけど、資料として使われたり、交通

事故で死んだ動物の死体が資料になるのはいい

なと思いました。 

          ２組 村上 歌蓮 さん 

 

 僕は標本にする動物が、いつ・どこでとった

かの情報が大切で、それがなかったら「ゴミ」

と同じということを聞いて、以前田代先生がお

っしゃった樹木の標本と同じことだということ

に気がつきました。また、博物館はもともと資

料を保管するところだったと聞いてびっくりし

ました。 

 他にも、クモの巣はお腹のすき具合で形を変

えると聞いてこれもびっくりしました。魚は全

く描けなかったので、これからものをじっくり

見て身近な疑問を持てるようにしたいと思いま

す。Ｑ講座の中でもすごく奥深くおもしろい授

業でした。 

           ２組 河上 亮 くん 

 

 

 

 春休みなどを利用して、博物館に出かけてみ

てはいかがでしょうか？清水さんのおられる熊

本市立博物館では３月２７日（日）に最新型プ

ラネタリウムが完成し、リニューアルオープン

します。３月２６日（土）からは企画展「ガリ

レオの天体観測から 400年 宇宙の謎を解き明

かす」も催されています。 

 また、白山登山などでもお世話になった坂梨

さんがおられる熊本県松橋収蔵庫では、現在企

画展「ふしぎな鉱物の世界」が催されています。 

 
 

生徒たちの声 

無駄なことなんてない 

お知らせ 
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自然と共に生きること 
２月４日のＱ講座は、１級建築士の古川 保さんをお迎えしました。古川さんは、『木の家（木造の家）』

を推進しておられます。お仕事としてだけでなく、日本や世界の環境や自然を考えてのことです。日本人

は古来木造の家を建てて、木のぬくもり、風通し、適度な湿度などを味わっていました。季節を感じなが

ら、自然と共に生活をして来ていた、ということになります。人の手が入った森林では、木を切ることで

自然保護になることも、以前勉強した通りでした。 

東日本の大地震を見て、「いかに自然と共生するか」が、これからの日本のキーになるのではないか

と感じずにはいられません。 

 
 
 
 川尻町のすまい塾古川設計

室の古川 保さんをお迎えし

て、山、木、家のお話をして

いただきました。古川さんご

自身は佐賀の武雄高校ご出身

で、熊本大学工学部土木・建

築学科で勉学に励まれまし

た。当時の土木科はほとんど

の人たちが、県庁などの役場に就職をされていたそ

うですが、建築の道を選ばれました。高度成長期の

「量産の時代」を経て、独立され、今に至られます。 

 今回は、お忙しい中見本を持ってきていただいた

り、プレゼンテーションや実験を使って分かりやす

く説明してくださったりしました。 

 

 

 

 熊本は「日本で４番目に杉の木が多い」県という

ことでした。しかし、「はげ山」が一番多いのは熊

本、だそうです。 

 話は「木は切らないと環境破壊」ということから 

始まりました。以前「森林伐採は自然破壊か、自然

保護か！？」というディベートをしましたが、その

時の内容につながりました。つまり、熊本（日本）

の森林は二次林（人の手が入った天然林）が多く、

伐採をすることにより、自然循環が機能する、とい

うことでした。 

 また、切ったら木を植えないで放置しておくと、

竹が増え、地滑りを起こしやすくなる、ということ

でした。これが「はげ山」となるのだそうです。 

 日本にはたくさんの木の資源があるのに、８割を

輸入に頼っているということでした。日本の木はど

んどん切ることで、自然が再生され、環境保護にも

つながっているが、シベリアの凍土に生えている木

を切ると、木がなくなることにより、保水できなく

なり新しい木が生えにくくなる、ということで自然

破壊につながるという、驚きの事実も話されまし

た。 

 
 

 熱弁は更に続いて、「石油はあと５０年。ウ

ランもあと７０年。しかし、木があるではな

いか！」ということでした。木という資源は

尽きない。これをどんどん活用すべきだ、と

いうことだと思います。 

 奈良の五重塔にも触れられて、「原理はロケ

ットよりもすごい」とおっしゃいました。固

定されてはなく、置いてあるだけの状態だが、

それが効果的に働いて、地震があっても倒れ

にくくなっているということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２つのプラスチ

ックの箱の全部の

内壁に、１つは「木

の板」を置き、も

う一つには「クロ

ス（壁紙）」を貼り、

両方の箱の中央に

お湯の入ったコップを置いて、箱の中の温度

と湿度の実験をされました。 

講師紹介 

山、木、家のお話 

五重塔は、独立した５つの層が下から積み
重ねられた構造をしています。各層が庇の長
い大きな屋根を有していること、塔身の幅が
上層ほど尐しずつ狭くなっていること、中央
を心柱が貫通していて、５層の頂部でのみ接
していること、５層の頂部に長い相輪が取り
付けられ、心柱の先端に被せられていること
など、他の建築物に見られない特徴を有して
います（１）。これらの構造的特徴の全てが、
五重塔の耐震性に深く関っています。 

参考：プラント地震防災アソシエイツ 

５層の頂部には相輪が取り付けら

れ、心柱の先端に被さっている。 

心柱は倒れないように５層の頂部

で水平方向を支持されている。 

屋根は庇（ひさし）が長く重量が

ある。 

各層は輪部、組物、軒から成り、

順に積み重ねられている。 

心柱は２、３本の柱が継ぎ合わせ

られていて、地上に据え置かれて

いる。 



 
 

種類  １回目 ２回目 ３回目 

木 
温度 ２２℃ ２３℃ ２３℃ 

湿度 ４６％ ５２％ ５８％ 

クロス 
温度 ２２℃ ２４℃ ２４℃ 

湿度 ４６％ ６２％ ７０％ 

 お話をされながら、途中で駒崎さんと夏目さんに

指示され、３回計られました。芥川君と松嶋君には

実際に手を入れてもらい、感

想を述べさせられました。二

人とも「クロスの方が湿って

いる」と答えました。 

 また、木材にはよく「ひび」

が入っていることにも触れ

られて、実験をされた結果、

『ひびは強度に影響がない』

ということも分かったそう

です。 

 他にも、エアコンは扇風機の２０倍電力がかか

る、縁

側のあ

る家の

良さと

か樽と

桶の違

いなど

いろい

ろなお

話をさ

れまし

た。 

 このように、こちらが驚くような内容や実験・デ

ータで裏付けられた資料や情報を基に、熱く語って

いただきました。 

 

 

 

 今まで、家はヨーロッパから取り入れたようなや

つに憧れていました。けれど、今日話を聞いて、古

くから日本に伝わる木造建築に魅力を感じました。

また、日本で一番はげ山が多い県が熊本だというこ

とに驚き、ショックを受けました。私たちにできる

ことを考えていきたいです。（木村 茉比） 

 

 今日はすまい塾古川設計室の古川保さんが講師

として、来てくださいました。木とクロスを貼った

箱にお湯を入れ、湿度などを計る実験をしました。

授業が終わってから、触らせてもらうと、クロスの

方が本当に湿っていて、おもしろいなと思いまし

た。木材の話な

ど、いろいろな

話が聞けて良

かったです。 

（山田 莉奈） 

 

  私の家はほとんど木で作られている、昔の

家で、五右衛門風呂もあります。そんな家は、

湿度もそこまで上がらず、快適でありがたい

なぁと思いました。お風呂には、沸かすため

の薪が必要ですが、薪割りはお父さんに任せ

ているので、たまには私もやってみようと思

いました。（木村 真琴） 

 

 今日は、古川さんに、建築や日本の木など

の話をしていただきました。日本の中でも九

州が、上位に入るほど木が多いなんて初めて

知ったので驚きました。外国の木は、切ると

森林破壊になるけど、逆に日本の木は切ると

森林保護になるということもびっくりしまし

た。以前の授業で、見方によって、保護か破

壊かは、変わることを知っていたけど、改め

て保護になる理由が分かりました。 

（藤川 昌美） 

 

 日本の大工さんは、千年以上も前に建物を

揺らしたり、壊すことによって、地震から家

を守るという技術の発見をしていたことにと

ても驚きました。また、尐しぐらいの値段の

差で、切らなければいけない日本の木を使わ

ずに、切ってはいけない外国の木を使うこと

はやめた方が良いと思いました。 

（関 良朝） 

 １７号でお知らせしていました、「探究レポ
ート」の発表会を行いました。３月１日（火）
には『班・クラス発表会』、３月１１日（金）
には『学年発表会』を行いました。レポート
の作成自体には、Ｑ講座の時間を十分与える
ことができていなかったので、どれくらいの
発表かになるのか、見えない状態で３月１日
の班・クラス発表会を迎えました。生活班ご

とに分かれて、一人ずつ
発表を始めましたが、み
んなしっかり資料を作っ
て来ていて、中には絵や
写真、プレゼンテーショ
ンソフトを使った発表や

実験を取り入れた発表なども多く見られ、予
想や期待を大きく超え
た発表会になりまし
た。 

 班で推薦された人た
ち（各クラス６人）が
クラスでの発表会に臨
みました。選りすぐられた発表者の発表は、
更に見ごたえ、聞きごたえのあるものとなり
ました。発表者の努力や頑張りを受けて、聞
いて審査する側のみんなも一生懸命聞いてい
ました。真剣と真剣のぶつかり合いで、とて
も充実した時間を過ごすことができました。 

生徒の感想 
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たくさんのニーズに応えて 
２月１１日のＱ講座は、贅沢にもお二人の講師をお迎えしての職業講話でした。お一人目は熊本県警

科捜研の水本光浩さん、お二人目は株式会社アンサーインターナショナル社長曽方 之さんでした。お二

人とも宇土高校出身で、大きな舞台で活躍をされていらっしゃいます。まさに、宇土中学校が目指す人材

のお手本のような「先輩」のお二人でした。これまでも多くの方々の講話を聴く機会がありましたが、み

なさんそれぞれの御苦労や喜び、やりがいがあり、それに触れることができた喜びや幸せを感じます。８

０人近くの生徒がいますが、どれかに必ず大きな興味や関心が芽生えたと思われます。 

 
 
 

 今回のお一人

目の講師は、熊本

県警察本部刑事

部科学捜査研究

所研究主幹水本

光浩さんでした。

水本さんは松橋

出身で、宇土高校

の第３２回卒業

生でいらっしゃ

います。その後、

熊本大学工学部

機械工学科へ進

まれました。現在２７年ご勤務されています。 

 県警の科学捜査研究所には以下の５つの係があ

るそうです。 

係 人数 主な仕事内容 

物理 
３ 

火事の原因、交通事故の車の速

度の調査、拳銃鑑定など 

化学 ６ 覚醒剤などの分析 

法医 
７ 

ＤＮＡ鑑定など、体に由来する

もの 

文書 

３ 

筆跡鑑定など 

心理 ホリグラフ検査（脈、発汗量で

反応を見る）、プロファイリン

グなど 

 水本さんは物理係に所属されています。仕事内容

は、主に上に書いているような内容だそうです。車

の速度は、車のボディの変形やタイヤの痕跡を元に

出すということでした。他に、防犯カメラの映像の

処理、人物の身長の推定などがあるとおっしゃいま

した。物理係に来る人たちは、機械、電気系統、物

理系統の勉強をした人ということでした。他に、化

学係は理学部、工学部、薬学部から来て、法医係は

生物に関する知識が求められるため、理学部生物学

科、獣医学科、薬学部から来るということでした。

文書係には画像工学を学んで来る人、心理係には心

理学を学んでくる人が多いということでした。 

 
 

 当日水本さんには、日頃持ち歩いていらっ

しゃるバッグを持ってきていただき、中のも

のを紹介してくださいました。中には以下の

ものが入っていました。 

カメラ（フィルムを使うもの）、ストロボ、

距離計、温度計、検電器、ノギス、タイヤ

の計圧器、太いチョーク、下げ振り（左の

写真参照） 

 

※ ノギス→ 

 水本さんのも

写真のようなデ

ジタルタイプで

した。 

 バッグは１０㎏くらいになるそうです。一

つ一つ取り出して、それぞれの用途など丁寧

に説明

してく

ださい

ました。 

 最後

は、デジ

タルマ

イクロ

スコー

プを使って、「ペンチ」と「金切りばさみ」で

の針金の切断面の違いを見せてくださいまし

た。ペンチは、刃と刃が合わさって『押し切

る』タイプ。金切りばさみは刃と刃がすれ違

って『挟み切る』タイプ。断面を大きく映し

出して比較

すると、違

いがよく分

か り ま し

た。 

 このよう

に、物的証

拠を集め、事故や事件の原因などを明らかに

し、解決に向かわせる、とても大切な役割を

されていることが分かりました。  

科捜研の仕事 



 
 

 
 

 今日のＱ講座は科捜研についてでした。「科捜研

の女」というドラマは見たことがあるけど、実際

にどんな仕事をしているかは初めて知りました。

またマイクロスコープを使ったときは、針金をど

んなものを使って切ったかが分かるので、とても

すごいと思いました。今日は１時間だけだったけ

ど、おもしろかったです。（若田 隆太） 

 

 「科捜研」というところがあるというのは聞い

たことがあり、テレビなどでも取り上げられるこ

とがよくありますが、実際にはどのようなことを

しているところなのか知ったのは今日が初めて

で、とても興味深かったです。事件や事故の原因

を科学的に解明していくプロの方のお話を聞く

と、スゴイなと思います。なぜなら、最先端の化

学技術ももちろん活躍しますが、同時に人間の地

道な努力もあるのだなと感じたからです。例えば、

鉄線をどんな工具で切断したかを調べるときに、

切られた鉄線とペンチやはさみなど様々な工具で

切った鉄線とを１つ１つ比べていくという、とて

も時間のかかる作業。このような、科捜研の人の

地道な努力によって、事件や事故の真実が明らか

にされていきます。これは、とても素晴らしいこ

とだと思います。（小田 崇仁） 

 

 印象に残ったことは､電池で針金が切れたこと

です。断面は平らになっていると思っていたら、

ギザギザしていたのでびっくりしました。道具も

いろいろあり、１０㎏ほど持ち歩いていると言わ

れた時は驚きました。距離計や検電器などいろい

ろあった中で、チョークが大きくて驚きました。

科捜研のことが今日よく分かりました。 

（岩﨑 亞貴子） 

 

 今日の講話で、「科捜研」に興味を持つことがで

きました。もともと、ミステリー系のことが好き

な私は、将来警察など、事件を解決していくよう

な職につきたいと思っていました。でも、科捜研

で働く人にもなりたいなと思いました。私は、文

書心理係になりたいです。なれるか分からないけ

ど、今回の講師の水本さんは宇土高出身で、大大

大先輩のような存在の方です。自分の将来につい

て、興味を持つことができたので良かったです。 

（志土地 朱里） 

 

 私は、捜査する部の中で科捜研があり、そして

また科捜研の中でも、いろいろな係に分けられて

いるということを初めて知りました。一番印象に

残ったことは、バッグの中に入っているものを見

せてもらったところです。現場に行くだけで、そ

んなにいっぱいものを持っていくんだなぁと思い

ました。針金など、小さなことも見落とさず、そ

こから事件解決に導いているのはすごいな、と思

います。（吉窪 理々） 

 

そして、３月１１日（金）の『学年
発表会』は、審査員に田代先生、国士舘大学か
ら教育実習の事前訪問で来られていた伊藤さん
（宇土高校卒業生）、１年部の先生方を迎え、視
聴覚室で本格的に行われました。発表者は以下
の７人でした。 

順 生徒氏名 組 テーマ 

１ 河野寛大 １ 和菓子の製造と原料 

２ 森島壮太郎 １ 6-6 ナイロンの合成 

３ 吉窪理々 ２ 色々な分子 

４ 安部友里菜 ２ 惑星の共通点 

５ 村上舞佳 １ 白山登山 

６ 河上 亮 ２ 学芸員 

７ 高橋勇希 ２ 身の周りの界面活性剤 

 河野君はプレゼンテーションソフトを使い、
和菓子の写真も取り入れ、自分で調べて新しく
得た知識をみんなに紹介してくれました。森島
君は、プレゼンテーションソフトを使い、実際
に実験で 6-6 ナイロンを目の前で作ってくれま
した。驚きました。吉窪さんは手書きでまとめ
た資料を実物投影機で映し出し、声色を変えて
二役で進行したり、分子の成り立ちを歌に乗せ
て、みんなに反復させたりしてインパクトのあ
る発表でした。安部さんは、プレゼンテーショ
ンソフトと語り口調で太陽系の惑星たちのいろ
んな性質や特徴を説明してくれました。村上さ
んは白山と轟水源と住民の人たちのつながり
を、プレゼンテーションソフトで丁寧に説明し
てくれました。河上君は、口頭での発表で具体
的な例（トイレの標識）を出しながら、学芸員
の仕事や役割について説明してくれました。最
後は高橋君が、プレゼンテーションソフトと実
験を通して、身近な界面活性剤のことを話して
くれました。 

 閉会式では、審査委員長田代先生の１人１人
に対するコメントも交えての講評と結果発表を
行いました。結果は、最優秀賞に髙橋くん、優
秀賞に森島くんと村上さんが輝きました。準備
運営も総合的な学習の係で行い、まさに『手作
り』の発表会でしたが、中身の濃いものとなり
ました。 

 もうすぐ２年生になりますが、このＱ講座で
培った『探究心』や『表現力』、『コミュニケー
ション能力』などを、更に高めて大きく成長し
て欲しいと願います。今回の発表会で、それが
実現可能であると確信が持てました。 

 ２月２５日（金）のＱ講座で、田代先生が春
休みの宿題として読書感想文の課題を出されま
した。その読む本のタイトルが上記のものです。
西部開拓時代のアメリカを舞台にしており、大
きな森の小さな家での、ローラやお姉さんの"

メアリイ"、赤ちゃんの"キャリイ"、そしてとう
さん、かあさんの 1 年間の生活が描かれていま
す。『自然との共生（大自然の中での生活）』の
おもしろさ、厳しさが学べるのではないでしょ
うか。 

生徒の感想 
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リーダー像 
２月１１日のＱ講座のお二人目の講師は、株式会社アンサー・インターナショナル社長曽方 之さんで

した。曽方さんは、小学５年生で「給料をもらわない仕事をする」と決められてから、自分のことには『責

任』を持って生きて来られ、一人の起業家として、会社の発展に全力を注がれながらも、東京大学の特別

講師としても活躍されています。講話は、自信にあふれた大きな声で、具体的な話で分かりやすく、時々

ユーモアを取り入れ、キーワードを板書しながら話されました。「リーダーの姿」が見えたようでした。 

 
 
 
 講師は株式会社アンサー・インターナショナルの

曽方 之さんでした。曽方さんは第３１回目の宇土

高校の卒業生で、ご出身は網田です。動画配信サー

ビスを九州で先駆的に開発した同社の技術は、大手

冠婚葬祭会社をはじめ県内外の市町村の観光案内

など多くのサイトにも採用されています。また、曽

方さんは宮崎県観光コンベンション協会のウェブ

エクゼクティブプロデューサーに就任され、動画に

よる観光地・特産品紹介サイト「観光 TV みやざき」

を立ち上げていらっしゃいます。 

今春から採用予定の宮崎さん（東海大）と松本さ

ん（崇城大）というお二人も、アシスタントとして

連れて来てい

らっしゃいま

した。曽方さ

んは他にも、

東京大学特別

講師、ロアッ

ソ熊本ウェブ

総合プロデュ

ーサーなどの肩書も持たれています。 

 （参照 くまもと経済） 

 

 

 

 曽方さんは、御自身の経験を基に、中学１年生で

も分かるように、エピソードやキーワードを通して

たくさんのメッセージをくださいました。 

 例えば、プロゴルファーの石川遼選手を例にして

『早くやったから、早くなれる』という言葉で、「何

事も早く始めれば、早く達成する可能性が高い」と

いうことを話されました。『人がしないことを先に

やった』から、成功を収めているということでした。

現に、曽方さんの問いかけに一際大きな声で手を挙

げた河野寛大君はお土産（タオル）を手にしました。 

 また、『大人と子ども（小人）』の違いについても、

御自身の娘さんの学生の頃のエピソードを交えな

がら、『言動に責任を持てるかどうか』が分かれ目

だ、ということを話されました。責任が持てる時に 

 
 

「周りが認める大人」になる、ということで

した。逆を言えば、２０歳になっても、人の

せいにばかりして、責任が持てない人は「大

人」とは言えないということになるようです。 

 次に、何かを始める時は、「やるぞ」と思う

時がスタートということを、ケンタッキー・

フライドチキンの創始者カーネル・サンダー

スさんを例に話されました。「フランチャイ

ズ」という商法のアイデアを世界で初めて始

めたのが彼だそうで、当時６６歳だったそう

です。 

 『「失敗した」という言葉をなくそう！』と

もおっしゃいました。「苦い経験をした」と考

え、そこから学べばいい！ということでした。 

教わったり、命令され

てからするのではな

く、自分から「学び」、

それを基に「考え」、

自分の意思を「決め

て」「動く」ことが大

切であり、「動いた」

結果から、また「学ぶ」

というサイクルを作

ることで大きく成長できる、ということでし

た。 

 パイロットになりたいという夢を持った、

失読症（書かれた文字を読む上での障害）の

トーマス君が、後に『トップガン』という映

画で、パイロット役で一躍スターへ駆け上が

ったトム・クルーズであった話や、「あなたの

最高傑作は何ですか？」という問いかけに

「Next one.（次の作品だよ。）」と答えた９０ 

起業家のお話 

学ぶ→考える→決める→動く 

一方が自己の商号・商標などを使用
する権利、自己の開発した商品（サー
ビスを含む）を提供する権利、営業上
のノウハウなどを提供し、これにより
自己と同一のイメージ（ブランド）で
営業を行わせ、他方が、これに対して
対価（ロイヤルティー）を支払う約束
によって成り立つ事業契約である。 

（ウィキペディアより） 

学ぶ 

考える 

決める 

動く 



 
歳のチャールズ・チャップリンの話などもありまし

た。どの話も、生徒たちの心をつかむものばかりでし

た。 

 他にも、ロアッソ熊本のガイドブックをくださった

り、「運だめし」でじゃんけん大会をして勝った人に

は賞品（海苔やチョロＱ）をあげられたりと、楽しい

講話にみんな満足していました。そして、きっとみん

なの心の中に『リーダー像』というものが芽生え始め

たことでしょう。 

 

 

 

 今日は、とてもおもしろい講話でした。特に、心に

残ったのは、いじめなんか、おもしろくないことより、

人をほめることをするということです。中学生では、

人間同士なのでトラブルがあったりするので、その人

を嫌ったりしないで、尐しでも、ほめられるところを

探したいです。また、仲の良い友だちの、いいとこと

も探そうと思います。 

（木村 真琴） 

 

 今回の話は、どれも、とても心に響きました。その

中でも、１番心に残ったのは、「日本国憲法の大人」

ではなく、「周りが認める大人」になるということで

す。日本国憲法での大人は、２０歳になると誰でもな

れます。しかし、周りが認める大人は、どんなに２０

歳になっても、自分が

言うことに責任を持

つことができなけれ

ば、大人とは言えませ

ん。逆に、２０歳にな

っていなくても、自分

が言うことに責任が

持てるのならば、「周

りが認める大人」にな

れます。尐し難しいけ

れど、私も自分が言うことに責任を持って、「周りが

認める立派な大人」になりたいです。（竹下 柚香） 

 

 今日の講話は、とてもおもしろかったです。特に私

がなるほど！と思ったのは先生と生徒についてです。

先生が説得したら生徒は納得する、ということと、先

生が優秀だったら生徒もちゃんと理解できる、という

ことが１番なるほど、と思いました。やっぱり教える

人が優秀ではないと教わる方も分からないし、教わる

方も理解しよう、という気がないと理解できないと思

います。両側にやる気がないと説得も納得もないと思

います。だから、私たちはもっと努力していかなけれ

ば成らないと思いました。（佐藤 亜佳里） 

 

  

 

 

「Ｑ講座を閉講するにあたっての意識調査」を実施

しました。 

 

★全体をとおして 

（１） 総合評価（地域学、宿泊教室、キャリア 

教育すべて） 

 ①高く評価している ②評価している 

③あまり評価していない ④評価できない 

   ・・・平均１．３ 

（２） （１）の総合評価を 100 点満点で表現す 

   るとしたら何点つけますか。 

・・・平均９３．７点 

★地域学について 自然を題材にした探究活動、ゼ 

ミ発表、国武さん・後藤さん・福島さんの講座 

（３） 実施内容について 

 ①満足している ②ほぼ満足している 

③あまり満足できなかった  ④満足していない 

・・・平均１．４ 

（４） 分かりやすさについて 

①とても分かりやすかった ②分かりやすかった 

③あまり理解できなかった  ④理解できなかった 

・・・平均１．６ 

★宿泊教室について 御所浦の漁業体験､民泊､菊 

池の農業体験､事前活動としてのロープワー 

ク・飯盒炊爨､タイケンを言葉･･･等の活動 

（５） 実施内容について 

 ①満足している ②ほぼ満足している 

③あまり満足できなかった  ④満足していない  

・・・平均１．２ 

（６） 分かりやすさについて 

①とても分かりやすかった ②分かりやすかった 

 ③あまり理解できなかった  ④理解できなかった 

・・・平均１．３ 

★キャリア教育について 職業講話：考古学、まち 

づくり、和菓子職人、学芸員、建築士、科捜研 

職員、起業家の話 

（７） 実施内容について 

①満足している ②ほぼ満足している 

③あまり満足できなかった  ④満足していない  

・・・平均１．３ 

（８） 分かりやすさについて 

①とても分かりやすかった ②分かりやすかった 

③あまり理解できなかった  ④理解できなかった 

・・・平均１．４ 

 

 （２）以外は４段階評価です
が、「３」や「４」をつける生
徒は一人もいませんでした。平
均点もほとんどが「１点台前
半」で、（２）の「１００点満
点の評価」でも、平均９３．７
点と驚異的と言ってもよいほ
どの結果となりました。有意義
な学習であったと考えて良いようです。 

生徒の感想 

じゃんけん大会で優
勝！！（竹下さん） 

お礼という
より、感激
の言葉を述
べました。 
(上村さん) 

Ｑ講座意識調査結果 
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『段取り力』 
３月１７日の３、４校時のＱ講座では『クッキング・クラスマッチ』を行いました。振り返れば、１０月

の「菊池のんびり農村生活体験」での野外調理では、カレーライスとみそ汁という調理に時間がかかり、食

べる頃には辺りは真っ暗になっていました。その作業の様子を見ていると、班が１つの組織体としてうまく

機能していないようでした。リーダーが指示するでもなく、役割が明確に分担されているでもなく、急ぐで

もなく。そこで、最後のＱ講座で「段取りする力の大切さを知る」機会を設けました。 

 
 
 
 ３月１１日の「探究レポート学年発表会」での上

位３名から、発表会を終えての感想や受賞の喜びの

声などをいただいたので、紹介します。 

最優秀賞 
氏 名 

（組） 

高橋 勇希 

（２組） 

 

タ イ ト

ル 

身の回りの 

界面活性剤 

動 機 国武先生の講話で興味を持ったから 

工 夫 し

たこと 

図や実験をして、分かりやすくした。 

感 想 実験を使ったのが正しくて、みんなに

界面活性剤のことを知ってもらえた

ので、良かったです。また、最優秀賞

もいただけたので、うれしかったで

す。 

 
優秀賞 
氏 名 

（組） 

森島壮太郎 

（１組） 

 

タ イ ト

ル 

6,6-ナイロン

の合成 

動 機 国武先生の動画を見て、どうやったら

できるんだろうと思ったから 

工 夫 し

たこと 

・どんなに簡単に説明しても難しくな

るところがあったので省いた。 

・簡単にできない言葉は、たとえを使

って説明した。 

感 想 完成したぞ、と思い、発表前日の放課

後になって、「まとめ・感想」を入れ

ていないことに気づき、ギリギリ感想

が尐し書けたぐらいでした。まとめを

しっかり入れておけば、完璧？だった

と思います。 
 

  
氏 名 

（組） 

村上 舞佳 

（１組） 

 

タ イ ト

ル 

白山登山 

動 機 白山がどのようにして宇土の人々と

関ってきたかを知りたかったから 

工 夫 し

たこと 

パワーポイントがゴチャゴチャして

見にくくならないようにシンプルに

まとめた。 

感 想 まさか、受賞できるとは思わなかった

ので、受賞できてうれしいです。「見

やすく、分かりやすく」というのは、

思っていたより難しかったです。単語

の意味などを詳しく調べられていな

かったので、今後は細かいところまで

しっかりと調べたいと思いました。 

 こうして見ると、調べたことをうまく伝えるため

には、やはり『段取り力』が必要だったようです。

今回の発表会は、発表する側も聞く側も非常に有意

義な機会になりました。 

 

 

 

 今日は、Ｑ講座の１年間のまとめの研究発表会が

ありました。やっぱり今日発表してくれた人たちは、

クラス代表なのでみんなどれもすごかったです。森

島くんや髙橋くんなどは、目の前で実際にやってく

れたからすごく引きつけられました。理々ちゃんも

自分でみんなを楽しませようとして、声を替えたり

して、おもしろかったです。他の人たちも、パワー

ポイントを使って発表してくれたりして、分かりや

すかったです。自分にとって勉強になったこともた

くさんあり、良かったです。（明瀨 渚） 

 

 ７人の発表は良かったと思います。分かりやすく

発表しようと努力していたし、この前のクラス発表

での改善をちゃんとしていたのが良かったなと思い

ました。私もそういう良いところは、まねできるよ

うにしたいなと思いました。（村上 歌蓮） 

探究レポート発表会入賞者喜びの声 

研究発表会の感想 



 
 今日の発表会では、クラス代表に選ばれただけ

合って、すごい発表がたくさんあったと思います。

実験を目の前でしてくれた人もいました。発表の

内容を見ている人により伝えることができるの

で、とても良かったと思います。また、ほとんど

の人は、パワーポイントでプレゼンテーションを

していましたが、河上くんだけが、機器を使わず、

原稿や図などで分かりやすく説明しているのがす

ごいと思いました。（髙木 悠成） 

 

 今回の宇土未来探究講座では、皆の発表のでき

に圧倒されました！もちろんパワーポイントなど

のテクニックもすごいのですが、工夫が様々なと

ころでなされていて、やっぱり宇土中生は違うな

ぁと感じました･･･（笑）。特に感じたのは、実験

や話しかけなどをして、聞き手を引きつけている

ところです。他にも、内容を深くまで理解して発

表していたりなどしていて、見習いたいと思いま

した。今回皆から盗んだテクニックなどを､次に生

かせたら良いと思っています。次の機会も楽しみ

です。（安部 絵里菜） 

 

 

 

 ３月１７日（木）の３、４校時にクッキング・

クラスマッチを行いました。各クラス５班に分か

れて、ご飯とみそ汁と焼き餃子の調理と後片付け

の時間を、「味」を加味して競いました。調理室の

調理台と技術室の作業台の関係上、各クラス５班

に分けることで、即席の班での協力や段取りの良

さが試されることになりました。前日に各班でシ

ミュレーションを行い、役割分担をして臨みまし

た。 

 どの班も大きく分け

て、ご飯係、みそ汁係、

餃子係と分かれて作業を

始めました。ご飯とみそ

汁はストーブ（野外活動

用の簡易なボンベのコン

ロ）を使って炊いたり、作ったりしました。ご飯

係は炊けた合図を見

たり、倒れてこぼれた

りしないようにじっ

と見ておかなければ

いけませんでした。み

そ汁係も出汁の炒り

子を出すなど、鍋から

離れられませんでした。そして、メインディッシ

ュの焼き餃子ですが、家庭科の清水先生のレシピ

があるとは言え、うまくいくのか心配しながら、

作業を進めました。餃子は、切る材料も割りとあ

り、練ったり、包んだりといろんな手間があり（そ

れを狙って選んだのですが）、ここで各班の段取り

の良さが見えてきます。作業が終わった者から皮

で具を包んだり、皿に並べたり、家庭科室に焼き 

 に行ったり、と上手く役割り分担が機能していた

りしていたようでした。男子を上手に使う女子が

いたり、手際が良い男子がいたりと、各班特徴が

あっておもしろかったです。 

 「クッキング・クラスマッチをやって良かった

な」と思った瞬間は、『準備をしている横で片づ

けも同時進行している場面を見たとき』でした。

まさに、段取り力がアップした証拠でした。 

 今回の採点の方法は以下の通りでした。 

「準備時間（分）」＋「後片付け時間（分）」

－「ご飯と焼き餃子のおいしさのポイント（１

点＝１分）」 

※食べる時間は、競技に含まない 

 おいしさのポイントの算出方法は、７名の先生

方（上川教頭、飯田、田代、一司、松山、吉永、

松原）が一人一人各班のご飯と焼き餃子を食べ

て 、 ３ 段 階

（「とてもお

いしい」、「お

いしい」、「や

やおいしい」）

で評価したも

の を 合 計 す

る、というも

のでした。審査員の先生方は、「おいしい！」、「こ

りゃ差がつかん」と言いながら、真剣に評価され

ました。 

 作ったみんなも「おいしい」と言いながら、楽

しそうに食べていました。各班おのおの「ごちそ

うさま」をしてから、後片付けに入りました。各

班役割を分担し、手際良く作業を進めました。中

には「クラスマッチだから他の班を手伝ってもい

いですか？」という意見も出たくらい、真剣に取

り組んでいました。この日は短縮授業ということ

もあり、昼休み、掃除時間にもかかってしまいま

したが、無事に終了しました。 

 そして、結果は以下のとおりとなりました。 

優勝クラス 

 １年２組 

最優秀班 

 １年２組５班 （記録５３分） 

優秀班 

 １年１組５班 （記録６５分） 

 １年１組２班 （記録６６分） 

 この１回のクラスマッチで、５月の「阿蘇自己
再発見キャンプ」は大丈夫、と断言することはで
きないかもしれませんが、多くのヒントやコツを
つかみ、『段取り力』のアップが図れた生徒は尐
なくなかったのではないでしょうか。この力を、
今後いろんな場面で見せてくれることを期待し
ます。 

 

 

クッキング・クラスマッチ 

おわりに・・・ 

 なかなかタイムリーに発行できませんで

したが、ご愛読ありがとうございました。 

 感想等もお聞かせください。 




